
い ち    か わ

岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書第 543集

い ち    か わ や ま ぐ ち

市の川 I遺跡・市の川 E遺跡・山口遺跡・
ぉ  が ゎ  ゃ  し き       む い  か  ▼ヽ ち       は つ て ん き た

小川屋敷遺跡・六日市遺跡・八天北遺跡

発掘調査報上 圭
口 日

経営体育成基盤整備事業更木新田地区関連遺跡発掘調査

2008

岩手県県南広域振興局北上総合支局農林部農村整備室

(財)岩手県文化振興事業団



市の川 I遺跡・市の川 E遺跡・山口遺跡 。

小川屋敷遺跡・六日市遺跡・八天北遺跡

発掘調査報告書

経営体育成基盤整備事業更木新田地区関連遺跡発掘調査



序

岩手県には旧石器時代から連綿と続く数多くの遺跡が残されております。先人達が創造してきたこ

れらの貴重な文化遺産を保存し、後世に伝えていくことは、私達県民に課せられた責務であるといえ

ましょう。一方、広大な面積を有し、その大部分が山地である本県にあっては地域開発による社会資

本の充実も県民の切実な願いであります。 ´

このような埋蔵文化財の保護、保存と開発との調和は今日的な課題であり、当岩手県文化振興事業

団は埋蔵文化財センターの創設以来、岩手県教育委員会の指導と調整のもと、開発事業によってやむ

を得ず消滅する遺跡の緊急発掘調査を行い、記録保存する措置をとってまいりました。

本報告書は、経営体育成基盤整備事業に関連して平成 19年度に発掘調査を行った北上市更木新田

地区に所在する市の川I遺跡・市の川Ⅱ遺跡・山口遺跡・小川屋敷遺跡 。六日市遺跡・八天北遺跡の

調査結果をまとめたものであります。

発掘調査によって、この地域に平安時代の集落跡が存在していたことが明らかになりました。他に

は縄文時代の陥し穴状遺構や石鏃などの遺物が見つかつており、縄文時代の狩猟場であつたことも判

りました。

この報告書が広く活用され、斯学の研究のみならず、埋蔵文化財行政に対する理解の一助になれば

幸いです。

最後になりましたが、これまでの発掘調査及び報告書作成に御援助・御協力を賜りました岩手県県

南広域振興局北上総合支局農林部農村整備室・北上市教育委員会をはじめとする関係各位に哀心より

感謝申し上げます。

平成 20年 11月

財団法人 岩手県文化振興事業団

理事長  武 田 牧 雄
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1 本報告書は岩手県北上市更木新田地区に所在する市の川 I遺跡・市の川Ⅱ遺跡・山口遺跡 。小川屋敷遺跡・

六日市遺跡・八天北遺跡の発掘調査の結果を収録 したものである。

2 本遺跡の調査は、経営体育成基盤整備事業に関わる事前の緊急発掘調査である。調査は岩手県教育委員会事

務局生涯学習文化課と岩手県県南広域振興局北上総合支局農林部農村整備室との協議を経て、(財)岩手県文化

振興事業団埋蔵文化財センターが委託を受け、受託事業として実施した。なお、費用負担は岩手県教育委員会

が岩手県県南広域振興局北上総合支局農林部に農家負担分を補助している。

3 本遺跡の調査成果は、すでに「平成 19年度発掘調査報告書』(岩手県文化振興事業団埋蔵文化財調査報告書

第 524集 )において発表しているが、内容については本書が優先する。

4 岩手県遺跡登録台帳に登録されている市の川 I遺跡・市の川Ⅱ遺跡・山口遺跡・小川屋敷遺跡・六日市遺跡・

八天北遺跡の遺跡番号と遺跡略号は次の通りである。

市の川 I遺跡  遺跡番号 ME 46-0343  遺跡略号 IKI-07
市の川Ⅱ遺跡  遺跡番号 ME 46-0374  遺跡略号 IKⅡ -07

山口遺跡    遺跡番号 ME 36-2394  遺跡略号 YG-07
小川屋敷遺跡  遺跡番号 ME 46-0374  遺跡略号 OGY-07
六日市遺跡   遺跡番号 ME 46-0392  遺跡略号 MKI-07
八天北遺跡   遺跡番号 ME 47-2051  遺跡略号 HTK-07

5 野外調査の面積・期間・担当者は次の通りである。

8

9

調査面積     野外調査期間       野外調査担当者

市の川 I遺跡  290ポ   平成 19年 4月 10日 ～4月 16日   溜浩二郎

市の川Ⅱ遺跡  393ぽ   平成 19年 4月 17日 ～4月 27日  溜浩二郎

山口遺跡    1,320ポ   平成 19年 4月 10日 ～5月 18日  藤原大輔

小川屋敷遺跡  3,473ポ   平成 19年 5月 16日 ～7月 13日  溜浩二郎・藤原大輔

六日市遺跡   1,905ポ   平成 19年 4月 10日 ～5月 15日  杉沢昭太郎・田中美穂

人天北遺跡   1,343♂   平成 19年 5月 1日 ～6月 8日  杉沢昭太郎・田中美穂

室内整理の期間・担当者は次の通りである。

室内整理期間         室内整理担当者

市の川 I遺跡  平成 19年 12月 3日 ～平成 19年 12月 14日  藤原大輔

市の川Ⅱ遺跡  平成 19年 12月 17日 ～平成 19年 12月 31日  藤原大輔

山口遺跡    平成 20年 2月 1日 ～平成 20年 3月 31日  溜浩二郎

小川屋敷遺跡  平成 20年 1月 1日 ～平成 20年 3月 31日  藤原大輔

六日市遺跡   平成 19年 12月 3日 ～平成 20年 1月 31日  田中美穂

八天北遺跡   平成 20年 2月 1日 ～平成 20年 2月 29日  田中美穂

遺物の鑑定は次の機関に依頼した。

石材鑑定 :花尚岩協会

基準点測量は株式会社キタテックに委託した。

野外調査・室内整理にあたつて次の方々の御協力・御指導をいただいた(敬称略 )。

北上市教育委員会

10 本報告書の編集については、溜が行った。各章の執筆については第 I章「調査に至る経過」は岩手県県南広

域振興局北上総合支局農林部農村整備室に原稿を依頼 し、執筆 していただいたものである。第Ⅱ章「遺跡周辺

の地理的環境」は藤原と田中が分担して行った。第Ⅲ章～第Ⅶ章は溜、第Ⅷ章 。第Ⅸ章は杉沢が執筆 した。

11 本遺跡の調査で得られた一切の資料、出土遺物・撮影写真 。遺構実測図・遺物実測図などは岩手県立埋蔵文

化財センターにおいて保管している。
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調査に至る経過

市の川 I遺跡・市の川Ⅱ遺跡・山口遺跡・小川屋敷遺跡 。六日市遺跡・八天北遺跡は「経営体育成

基盤整備事業 更木新田地区」のほ場整備工事に伴い、その事業区域内に存在することから発掘調査

を実施することとなったものである。

本事業区域は、北上川左岸に広がる北上市と花巻市に跨る水田地帯であり、水田は 10a程度と小

さく、用排水路も土水路やコンクリート水路の老朽化により漏水が激しいなど、農作業の効率化が図

られず不便をきたしている。

そのため、水田の大区画化、用水のパイプライン化、農道の改良などを行うことで、農作業の効率

化、担い手を中心とした大規模経営体系を確立させ、併せて農村環境の改善と農業経営の安定を図る

ものである。

本事業の施工に係る埋蔵文化財の取扱いについては以下のとおりである。

<市の川 I遺跡 。小川屋敷遺跡>

北上地方振興局農林部農村整備室から平成 15年 11月 26日 付北地農整第 631号「県営経営体育成

基盤整備事業更木新田地区に関する埋蔵文化財の試掘調査依頼について (依頼)」 ほかにより岩手県

教育委員会に対 して試掘調査依頼を行った。

依頼を受けた岩手県教育委員会は、平成 15年 12月 15日 ～平成 18年 1月 17日 にかけて試掘調査

を実施し、工事に着手するには発掘調査が必要となる旨を平成 17年 2月 16日 付教生第 1605号「経

営体育成基盤整備事業更木新田地区における埋蔵文化財の試掘調査について (回答)」 などにより農

村整備室へ回容があった。

<市の川 H遺跡・六日市遺跡>

北上地方振興局農林部農村整備室から平成 16年 H月 2日 付北地農整第 556号「経営体育成基盤整

備事業更木新田地区における埋蔵文化財の試掘調査について (依頼)」 ほかにより岩手県教育委員会

に対して試掘調査依頼を行った。

依頼を受けた岩手県教育委員会は、平成 17年 1月 25日 ～平成 18年 1月 17日 にかけて試掘調査を

実施し、工事に着手するには発掘調査が必要となる旨を平成 17年 2月 16日 付教生第 1605号「経営

体育成基盤整備事業更木新田地区における埋蔵文化財の試掘調査について (回容)」 などにより農村

整備室へ回答があった。

<山口遺跡>
北上地方振興局農林部農村整備室から平成 15年 11月 26日 付北地農整第 631号「県営経営体育成

基盤整備事業更木新田地区に関する埋蔵文化財の試掘調査依頼について (依頼)」 ほかにより岩手県

教育委員会に対 して試掘調査依頼を行った。

依頼を受けた岩手県教育委員会は、平成 15年 12月 15日 ～平成 17年 3月 1日 にかけて試掘調査を

実施し、工事に着手するには発掘調査が必要となる旨を平成 16年 3月 30日 付教生第 2018号 「埋蔵

文化財の試掘調査について (回答)」 などにより農村整備室へ回答があった。

<人天北遺跡>
北上地方振興局農林部農村整備室から平成 17年 10月 11日 付北地農整第 460号 「経営体育成基盤

整備事業更木新田地区における埋蔵文化財の試掘調査について (依頼)」 により岩手県教育委員会に

対して試掘調査依頼を行った。
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依頼を受けた岩手県教育委員会は、平成 17年 10月 12日 ～平成 18年 1月 17日 にかけて試掘調査

を実施し、工事に着手するには発掘調査が必要となる旨を平成 18年 3月 31日 付教生第 1887号「埋

蔵文化財の試掘調査について (回答)」 などにより農村整備室へ回答があった。

以上の結果を踏まえ、農村整備室は岩手県教育委員会と協議 し、調整を受けて平成 19年 4月 2日

付で財団法人岩手県文化振興事業国との間で委託契約を締結し、発掘調査を実施することとなった。

(岩手県県南広域振興局北上総合支局農林部農村整備室)

遺跡周辺の地理的環境

1遺 跡 の 位 置

市の川 I遺跡・市の川Ⅱ遺跡・山口遺跡・小川屋敷遺跡・六日市遺跡・八天北遺跡が所在する北上

市更木新田地区は北上市北東部の北緯 39度 20分 49秒～39度 21分 09秒、東経 141度 08分 44秒～

141度 08分 58の地点に位置し、北上山地の北西端部、北上川左岸に立地する。遺跡は国土地理院発

行の 5万分の 1地形図「花巻」NJ-54-13-16(盛 岡 16号)お よび「北上」NJ-5牛 14-13(一 関 13号 )

の図幅に含れる。

北上市は県都盛岡市から南方約 47 kmの距離にあり、総面積は437.55♂ 。北に花巻市、南に金ヶ崎

町、東に奥州市、西に西和賀町が隣接する。古 くから交通の要衝として栄え、藩政時代の黒沢尻は北

上川舟運の南部藩最南端の商港であった。平成 3年 4月 に旧北上市、和賀町、江釣子村の 3市町村が

合併し、現在の北上市となった。

2地 形 と 地 質

遺跡は北上市と花巻市の東側を蛇行 し、南流する北上川左岸に立地し、地形的には北上川河谷平野

に載る。この平野は北上川の流路変遷の過程を示す谷底平野及び氾濫平野や自然堤防、旧河道などで

構成され、一様に低平ではない低地が発達している。この北上川河谷平野を境にして東西で地形は大

きく異なり、対照的な様相を呈する。北上川より東側は早池峰山 (標高 1,914m)を 最高峰に剣ケ峰

(1,827m)。 中岳 (1,679m)。 鶏頭山 (1,445m)・ 毛無森山 (1,427m)な どの高山が東西に連なっ

た『早池峰連峰』を形成する北上山地が広がるが、遺跡周辺は北上山地の西縁丘陵地域で、比較的な

だらかな山地が広がり、水乞山 (287m)・ 物見山 (294m)。 明神岳 (356m)・ 館山 (329m)な ど

の低山が概ね標高 300m前後、丘陵地は標高 150～ 300mの 中小起伏山地帯が広がっている。また、

地質は花南岩類・蛇紋岩・安山岩で構成される古生層と砂層・頁岩で構成される鮮新生層を基盤とす

る山地や丘陵地が入り組んで発達している。対して北上川西側は、急峻で起伏の大きな奥羽山脈が分

布し、その東側の断層崖下には奥羽山脈から発した急勾配の支流が北上川へ合流する。ゆえに砂礫の

堆積は著しく、扇状地性台地が発達している。

表層地質においても地形同様に北上川河谷平野を境として東西で対照的な様相を呈している。北上

山地側では第三紀の安山岩質岩石が大部分を占め、奥羽山脈側では沖積世の砂礫層を挟むように第四

紀のロームが広がっている。遺跡のある北上川河谷平野は未固結堆積物である沖積世の砂礫層で構成

されている。

参考文献

岩手県企画開発室 (北上山系開発)

岩手県企画開発室 (北上山系開発)

1976『北上山系開発地域 土地分類基本調査花巻』

1976『北上山系開発地域 土地分類基本調査北上』
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1 遺跡の位置
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2 地形と地質
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Ⅱ 遺跡周辺の地理的環境

3 遺跡周辺 の歴 史的環境

(1)北 上 市 の 遺 跡

平成 17年 3月 現在、岩手県教育委員会が作成した『岩手県遺跡情報検索システム (花巻・北上地

方振興局管内)』 によれば、北上市内では498箇所の遺跡が登録されている。時代別の内訳は旧石器

時代 3箇所、縄文時代 239箇所、弥生時代 3箇所、古墳時代が 3箇所、奈良・平安時代 153箇所、古

代 19箇所、中世 55箇所、近世 8箇所等となっており、縄文時代の遺跡が全体の半数近い約 48%を

占める。遺跡のある北上川の沖積平野上には主に古代の集落遺跡が多く、東側の北上山地縁辺部にあ

たる丘陵地上には縄文時代の遺跡や中世城館があり、全体としては、沖積平野に占地する縄文時代の

遺跡は段丘あるいは山地に位置する遺跡に比べて少ない傾向にある。

(2)周 辺 の 遺 跡

更木地区とその周辺には、縄文時代から近世にかけての遺跡が多く分布している。特に平安時代の

集落跡や中世城館跡が多く見受けられるが、そのなかには縄文時代・弥生時代などを含む複合遺跡 も

あり、古来より人々が生活の場として利用し続けていたことがわかる。周辺の遺跡分布図 (第 5図 )

には今回調査を行った遺跡周辺に分布する北上市に所在する 83遺跡を掲載した。

今回、調査を実施した市の川 I遺跡・市の川Ⅱ遺跡・山口遺跡・小川屋敷遺跡・六日市遺跡・八天

北遺跡からは、縄文時代の陥し穴や平安時代の竪穴住居跡などが検出され、縄文時代には狩場、平安

時代には生活の場として利用されていたことがわかった。ここでは、更木地区とその周辺の遺跡を中

心に時代ごとに概観していきたい。

縄文時代の遺跡で注目されるのは、国指定史跡になっている人天遺跡である。人天遺跡は、縄文時

代中期後半から後期にかけての集落跡であり、巨大な円形の大形住居跡や仮面に用いられたと思われ

る土製の耳・鼻・口といった土製品、大量の焼人骨が発見されている。特に円形大形住居跡は、円形

住居としては縄文時代最大級の例である。また、更木地区とは離れるため図には示していないが、北

上市の著名な縄文時代の遺跡として、樺山遺跡と九年橋遺跡が挙げられる。樺山遺跡は、北上市稲瀬

町に所在し、縄文時代中期の配石遺構群として知られている。九年橋遺跡は、縄文時代晩期後半の遺

跡とされ、日常生活を営んでいた痕跡があまりみられないのにも関わらず、大量の上器が出土してい

ることが注目される。土器には日常的に使用されたものと祭祀用のものとがあり、他にもさまざまな

道具が出上している。更木地区の周辺には、他にも童子洞遺跡、神行田遺跡、根岸遺跡など多 くの縄

文時代の遺跡が見つかつている。

弥生時代から古墳時代・奈良時代には目立った集落跡は見受けられないが、律令国家の支配下に置

かれる9世紀以降になると再び北上川流域を中心として多 くの集落が営まれるようになる。平安時代

の集落跡は9世紀から lo世紀にかけてのものが多く、今回調査 した遺跡もこの時期に相当し、他にも

秋子沢遺跡、下川端遺跡、西川目遺跡、堰向Ⅱ遺跡などの集落跡が存在する。秋子沢遺跡では、竪穴

住居跡が 16棟検出されており、土師器・須恵器の他に緑釉陶器の破片や刀子、鉄製紡錘車などが出土

している。須恵器には、「永」「十」などと墨書されているものもあり、当時の有力者が住む大規模な

集落跡であつたことがうかがえる。西川目遺跡では竪穴住居跡や掘立柱建物跡など多くの遺構が検出

されている。遺物は土師器や須恵器があり、1棟の竪穴住居跡からは土錘が 300点近く出土している。

堰向Ⅱ遺跡でも竪穴住居跡や掘立柱建物跡が検出されており、土師器や須恵器の他に施釉陶器や硯な

ど特徴的な遺物が出上しているため、隣接する西川目遺跡とあわせて当時の拠点的な集落であったと
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3 遺跡周辺の歴史的環境

される。また、H世紀には国見山廃寺を中核として寺院が建てられるが、更木地区周辺の古代寺院跡

としては大竹廃寺跡と白山廃寺跡がある。大竹廃寺跡は更木地区大竹の標高 180mの 山頂付近に所在

し、桁行 5間、梁間4間の巨大な堂宇の跡が検出された。金堂跡と推定されているその堂宇からは、

土師器や須恵器、須恵系土器などの遺物の他に鉄鐘も出土している。白山廃寺跡は、白山権現の十一

面観音像を鎮守とした寺院である。移動されている礎石もあるが、桁行き約■間、梁行き約 5間、礎

石が径 4尺という瓦葺きの経蔵をもった11世紀頃の寺院であることがわかっている。

中世になると梅ケ沢館、天王館、下欠野館、三坊木館など中世の城館が多く築かれるようになる。

天王館では空堀 。主郭 。腰郭が、下欠野館では主郭と堀跡が確認されている。また、更木地区には和

賀郡を治めていた中世領主である和賀氏の本城であつたとされる更木館があったが、開田工事によっ

てその形状が失われているため詳細は不明である。和賀氏は黒岩城から更木館に移り、最後に二子の

地に城を構えたといわれている。それが、和賀氏の最後にして最大の城館であった二子城跡 (飛勢城

跡)である。今回、更木地区と北上川を挟んで対岸にある成田地区で調査 した成田岩田堂館遺跡のあ

る地域も、二子城跡の揚手としての機能を果たしていたとされ、古くから馬場野という地名も残って

いる。また、和賀氏の家臣であった成田藤内の居館があったと伝えられており、建物跡も検出されて

いる。二子城跡は、天正18(1590)年 の奥州仕置によって、和賀氏が追放されるまで本城としての役

割を果たしていた。周辺には家臣屋敷や寺社、城下町も存在し、政治的 。経済的にも重要な役割を担

っていたと考えられている。県内最大の中世墓である五輪壇遺跡は、和賀領主の墓である可能性が高

いとされている。土壇の上には五輪塔が建てられ、その上壇の中に何体もの火葬骨がおさめられてい

る。そして、その上壇を囲むように二重の堀が巡るという大規模な墓である。中世の墳墓には、他に

も上川端塚群、四十九里Ⅲ遺跡などがある。上川端塚群は、方形や円形の塚が 8基以上現存しており、

土葬墓で中世末～近世前半のものと推定されている。

近世においては、調査例が少なく、調査されていても遺跡内に散在する程度で詳細は不明な場合が

多い。ここでは、成田・三子地区にある一里塚についてふれておきたい。県指定史跡の二子一里塚と

成田一里塚である。この二つの一里塚は、慶長9(1604)年 に江戸幕府によって全国の主要道路を整備

した際に築かれたもので、塚が対になった状態で当初の原形を保ったまま残っている。特に成田一里

塚には、塚を築いたときに植えられたとされるエノキが残っており貴重である。全国的にも珍しく、

当時の交通史を考えるうえでも重要な遺跡である。 (田 中)

参考文献

北上市     1968
北上市立博物館 1984

北上市立博物館 1986

北上市立博物館 2000

『北上市史』第 1巻 原始・古代 (1)

『縄文人の祈 リー樺山・八天 。九年橋―』 】ヒ上川流域の自然と文化シリーズ (6)

『古代仏教の霊地 国見山極楽寺』 封ヒ上川流域の自然と文化シリーズ (8)

『和賀氏一族の興亡』 (総集編)「岐路の世界と一所懸命の拠点―城館の時代」

北上川流域の自然と文化シリーズ (21)
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第 1表 周辺の遺跡一覧表

No 遺跡名 種別 時代 遺構 造物など

1 成田 I 散布地 古代 土師器 須恵器

2 成田Ⅱ 散布地 古 代 土師器 須恵器

3 成 田 Ⅲ 散布地 平安 土師器

小学校西 集落跡 平安 土師器 須恵器 方頭太刀残欠

5 成田一里IIA 一里塚 近世 一里塚 2基

6 下成田 散布地 平安 縄文土器 須恵器

7 成田館 城館跡 中 世

8 成 田 散布地 古代 縄文 縄文土器 土師器 須恵器 土坑

9 成田岩日堂館
地

跡

布

館

故

城
縄文 古
代 中世

縄文土器 石器

二子城跡
城館跡

散布地
中世 縄文 掘 帯郭 縄文土器 陶磁器

11 樹勢 散布地 近 世

12 秋子沢 集落跡 平安 竪穴住居跡 土師器 須恵器

13 築 館 散布地 平安 土師器 竪穴住居跡

14 上川端塚群 墳墓 中 世 墳 丘

上川端 I 散布地 平安 土師器 須恵器

上川端 Ⅱ 散布地 吉 代 土師器

17 五輪壇 墳墓 中 世 土壇 周溝

南田コ 散布地 縄文 縄文土器

南 田 I 集落跡 縄文 平安
縄文土器 土師器 須恵器 竪穴

住居跡

堰向 I 散布地 縄文 古代 土師器 須恵器 石匙

21 堰向Ⅱ 集落跡 古代 土師器 須恵器

鳥喰 I 集落跡 古代 土師器 須恵器

鳥喰 Ⅱ 散布地 古代 土師器

24 西ナ1目 集落跡 古代 土師器 須恵器

明神 I 散布地 古代 土師器

明神 Ⅱ 散布地 古代 土師器

27 高屋 I 散布地 古 代 須恵器

高屋 Ⅱ 散布地 古代 須恵器

二子一里塚 一里塚 近 世 一里塚 2基

中島 散布地 古 代 土師器

31 岡 島 散布地 古代 土師器 須恵器

相野野 散布地 古代 土師器

下川端 集落跡 平安 土師器 須恵器

尻引 集落跡 平安 土師器 須恵器

中村 集落跡 平安 縄文土器 土師器 須恵器

野 田 I 散布地
縄文 弥
生 古代

縄文土器 (後 晩期)弥 生土器

土師器 須恵器

中居俵 Ⅱ 散布地 縄文 古代 縄文土器 土師器

中居俵 Ⅲ 散布地 古代 土師器

千 刈 集落跡 平安 弥生土器 土師器 須恵器

大木堀の内 散布地 平安 土師器

大竹廃寺跡 寺院跡 平 安 土師器 須恵器 鉄鐘

山 日 散布地 平安 土師器

ガリ 1屋敷 散布地 平安 土師器 須恵器

市の川 I 散布地 平安 土師器 須恵器

No 遺跡名 種別 時代 遺構 遺物など

市の川 ] 散布地 平安 近世 土師器 陶磁器

六 日市 散布地
平安 近

世 弥生
土師器  陶磁器 弥生土器

中の屋致 I 散布地 平安 土師器

中の屋敷 Ⅱ 散布地 平安 土師器

石名畑 散布地 平安 須恵器

大森 散布地 平安 土師器 須恵器

童子洞 散布地 縄文 縄文土器 (後期 )、 石器

館 山 散布地 縄文 縄文土器、石器

更木館 城館跡 中 世 腰郭 堀切

戸 桜 散布地

近

生弥

安

　

文

平

世

縄

土師器 陶磁器 弥生土器 縄文

土器

舟渡 I 散布地 縄文 平安 土師器 石器

舟渡 Ⅱ 散布地 近世
陶磁器 (美 濃産)屋敷跡、墓が
あったとされる

野沢 I 散布地 縄文 平安
縄文土器 (後 期 )土 師器 須恵

器

中宿 散布地 縄文 縄文土器 石皿 石斧

野沢 Ⅱ 散布地 平安 土師器

八天北 散布地 平安 土師器

梅 ケ沢館 城館跡 中世

羽久保館 城館跡 中世

63 天王館 城館跡 中 世 空堀 主郭 腰 郭

留 下欠野館 城館跡 中世 主郭 堀

八 天 集落跡 縄文
縄文土器 石器 竪穴住居跡 土

製品

平沢堀 ノ内 城館跡 中 世 IIB

67 三坊木 散布地 平安 縄文 縄文土器 土師器 須恵器

三坊木館
城館跡

散布地
中世 縄文 縄文土器 土師器 須恵器

湯沢 I 散布地 古代 土師器 須恵器

湯沢館
散布地

城館跡
縄文 中世 縄文土器 (中 期 )

神行田 散布地 縄文 縄文土器 (中 期 晩期)石 器

鴻巣 I 散布地 縄文 平安 縄文土器 かわらけ

鴻巣 Ⅱ 散布地 古代 土師器 須恵器

白山廃寺跡 寺院跡 平安 布目瓦 かわらけ 礎石建物跡

黒岩城跡
地

跡

布

館

散

城
縄文 中

世 平安

縄文土器 (中 期)か わらけ 陶磁

器 堀 主郭 外郭

黒岩宿 集落跡
縄文 弥
生 平安

縄文土器 弥生土器 かわらけ

常滑

根岸 散布地 縄文 縄文土器 磨製石斧 石斧 石鏃

菅田 集落跡 縄文 古代
縄文土器 フレーク 土師器 須恵

器 かわらけ 竪穴住居跡

四十九里 ] 散布地 縄文 平安 縄文土器 土師器

Ⅱ 遺跡周辺の地理的環境
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3 遺跡周辺の歴史的環境

北―
聾
剤

務
昨
淫
弦
薪

第 5図 周辺の遺跡分布図
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Ⅲ 調査の経過と方法

1 野外調査の経緯
4月 10日 市の川 I遺跡・山口遺跡・六日市遺跡調査開始。現場設営・環境整備。

4月 11日  基準点設置。 (～ 5月 31日 まで順次)

4月 16日  市の川 I遺跡調査終了。´

4月 17日 市の川Ⅱ遺跡調査開始。          ,
4月 25日 市の川 I遺跡・市の川Ⅱ遺跡終了確認。

4月 27日 市の川Ⅱ遺跡調査終了。

5月 1日 入天北遺跡調査開始。プレハブ設置・環境整備。

5月 11日  山口遺跡終了確認。

5月 16日  市の川 I遺跡・市の川Ⅱ遺跡・山口遺跡・六日市遺跡航空写真撮影実施。

5月 18日  山口遺跡調査終了。

6月 7日 入天北遺跡終了確認。

6月 8日 入天北遺跡調査終了。

6月 27日 小川屋敷遺跡・八天北遺跡航空写真撮影実施。

7月 6日 小川屋敷遺跡終了確認。

7月 11日 更木 。新田地区調査遺跡周辺の地権者を対象とした現地説明会。(24名参加)

7月 13日 小川屋敷遺跡調査終了。現場撤収。

(*終了確認はいずれも委託者・岩手県教育委員会・埋文センターの 3者による)

2 野外調査 の方法

(1)グ リッドの設定

<市の川 I遺跡・市の川Ⅱ遺跡・山口遺跡・小川屋敷遺跡・六日市遺跡>

平面直角座標第 X系の X=-71,650.000、 Y=26,850.000を 原点として 100× 1側hの大グリッドを

設定し、これを25等分し、4× 4mの小グリッドとしている。大グリッドの呼称は原点を起点に南

方向へ A～ K、 東方向へ I～ V、 小グリッドの呼称は南方向へ a～ y、 東方向へ 1～ 25と している。

小グリッドの呼称はIAlaと なる。

<八天北遺跡>

平面直角座標第X系の X=-73,830.000、 Y=27,670.000を 原点として 10omの大グリッドを設定し、

これを20等分し、5mの小グリッドとしている。大グリッドの呼称は原点を起点に南方向へ A～ K、

東方向へ I～ V、 小グリッドの呼称は南方向へ a～ t、 東方向へ 1～ 20と している。小グリッドの

呼称はIAlaと なる。

(2)基準点の設定

遺構の実測に利用するため調査区内に基準点および補助点を株式会社キタテックに委託して打設し

た。各基準点および補助点の成果値と杭高は各遺跡のグリッド配置図 (第 6。 7図)に付した。これ

らはいずれも世界測地系によるものである。
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市の川 I遺跡
Σきl X=-72,096000
壱き2X=-72,096000

市の川Ⅱ遺跡
基 l X=-72,354000
2ま 2X=-72,374000

山口遺跡
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小川屋敷遺跡
壱きl X=-72,006000
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六日市遺跡
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第 6図 市の川 と・市の川コ・山口 。小川屋敷・六日市遺跡グリッド配置図
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3 室内整理の手順と方法

(3)表土除去 と遺構の検出

各遺跡の調査に先立って、県教委生涯学習文化課による事前の試掘調査が実施されている。この試

掘により調査対象区内の水田・畑・未舗装道路などに盛土・耕作土が厚く堆積し、その下層に古代の

遺構・遺物が包蔵されている層が確認されたため、表土除去は重機で行い、その後入力による遺構検

出を行った。また、古代の遺構・遺物がない箇所についてはさらに重機で下層まで掘り下げ、縄文時

代の遺構・遺物の有無を確認した。

(4)遺構の精査 と実測

調査で検出された遺構は以下の手順で調査を進めた。竪穴住居跡は4分法で土坑類・焼土遺構は二

分法で行い、埋土の堆積状況の確認を行いながら掘 り下げた。柱穴状土坑については検出時に柱痕を

確認し、光波 トランシット使用による平面図に作成後、セクションベルトを設け、断面確認→完掘の

順で作業を行った。平面図の作成は市の川I遺跡・市の川Ⅱ遺跡 。山口遺跡・小川屋敷遺跡では株式

会社 CUBICの遺構実測支援システムを使用して行った。

(5)遺物の取 り上げ方

遺物の取り上げは遺構内と遺構外に大別し、遺構内出土遺物については遺構名と相対的層位 (検出

面 。上位 。中位・下位・底面)を記し、遺構外出土遺物についてはグリッドおよび出土層位を記して

取り上げたが、この際、グリッドをまたいで取り上げたものについてはグリッド名を複数記した。ま

た、取 り上げに際しては事前に必要に応じて出土地点の座標値の測量および写真撮影を行っている。

(6)写 真 撮 影

調査記録用に351mllモ ノクロームとカラースライド各 1台 (六 日市遣跡、人天北遺跡はカラースライ

ドの代わりにデジタルカメラ)、 モノクローム6× 7 cm判 カメラを使用した。また、調査時の補助と

してデジタルカメラを使用した。撮影にあたって、整理時の混乱を防ぐため撮影内容を記入した撮影

カードを対象遺構撮影前に撮影している。その他、調査期間中にセスナ機による航空写真撮影を実施

した。

3 室 内整理 の手順 と方法

(1)作 業 経 過

各遺跡の室内整理期間は前述の例言のとおりで、整理作業は出土遺物の洗浄と遺物の仕分けは野外

調査と平行して現地および室内で行った。また、土器の接合・復元作業・実測図作成・拓影作成など

の作業は室内で行った。整理担当者はこれらの作業の確認 。点検と平行して、図面合成・原稿執筆・

各種観察表の作成等の作業を実施した。

(2)遺   物

現場で洗浄した遺物の注記作業から開始し、続いて接合・復元を行った。その過程で本書に掲載す

るものを抽出し、それらの実測図を作成、 トレースした。抽出にあたっては遺構内のものについては

小破片でもなるべく掲載するようにした。遺構外のものについては出土地点・層位などを考慮して選

別した。実測と平行して、これらを撮影し、合わせて登録作業を行った。

(3)遺   構

実測図を点検・合成しながら遺構の検討を行った。その後、第 2原図を作成し、そのトレースを行

った。また、野外調査で撮影した遺構の写真も整理し、台帳登録をしている。その後、掲載するもの

を抽出し、 トリミングなどを行った後に写真図版とした。



Ⅲ 調査の経過と方法

(4)掲 載 図

<山口遺跡・小川屋敷遺跡>

掲載している遺構の縮尺は平面図・断面図ともに竪穴住居跡は 1/60。 1/50、 住居状遺構・土坑・焼

土・井戸跡・溝状遺構・柱穴状土坑は 1/40と した。また、遺物掲載は土器は lβ、金属遺物 1/2、 剥

片石器 1/2を 基本とした。ただし、一部異なるものもあるため、各図にスケールおよび縮尺を付した。

また、図中において土器は「 p」 、石器・礫は「 s」 と表記した。スクリーントーンの使用は凡例図

(第 8図 )の とおりであるが、これ以外の使用については使用箇所に用例を表記した。なお写真図版

については縮尺不定である。各遺構の計測値表記については土坑類は長軸×短軸、竪穴住居跡は同時

期に使用されているカマドの主軸 (煙道部)方向に平行する面×主軸と直交する垂線を有する面であ

る。

〔遺構〕

〔遺物〕

↓ 囲  国
須恵器           黒色処理          回転ナデ

彎
土 器

Λ
劇
日
ｒｌ
ロ
リ

田
酪今

や
鵜

ヘラケズリ

第 8図 凡例図
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Ⅳ 市 の川 I遺 跡

1遺 跡 の 立 地

遺跡は北上市の北東部、JR東北本線村崎野駅から北東約 3.7 kmに位置し、北上川によって形成さ

れた自然堤防上に立地する。遺跡の標高は66m前後で、調査前の現況は水田である。

2基 本 土 層

ⅡE 12m～ Ⅱ E 13 mグ リッドに跨る南側壁面を基本土層とした。調査区は東西約 30m× 南北約

5mと 狭 く、調査区内における層序の相違は見られない。第 I層 の耕作土で第Ⅱ層以下は北上川の洪

水による影響を受けた堆積層で、第Ⅱ層の上～中位から摩滅の激しい縄文土器片が少量出上した。こ

の第Ⅱ層は山口遺跡第Ⅳ層・小川屋敷遺跡第V層 と同じく、縄文時代の遺物を包含する層であるが、

いずれの遺跡でも出上した土器は小片で摩減が激しいため、時期の特定ができず、同時期の堆積であ

るかの判断はできなかった。第Ⅲ層以下からは遺構・遺物は見つかつていない。

詳細については第 9図のとおりである。

3調 査 の 概 要

今回の調査は、事業に先立って行われた県教育委員会による試掘調査において遺跡内で遺構等の埋

蔵文化財が確認されたために調査を実地したものである。

今回の調査面積は本調査面積 H5r、 確認調査面積 175♂ の計 290『で、遺構は検出されない。

遺物は縄文土器が少量出土した。

4出 土 遺 物

出上した土器は、いずれも小片で表面の摩減が激しいことから写真のみの掲載である。11よ壷か注

口土器の体部破片、2～ 5は深鉢と思われる胴部破片で時期の詳細は不明である。

第 2表 土器観察表

5 ま と め

今回の調査では当初予想された古代の遺構・遺物は見つからなかったが、隣接する小川屋敷遺跡で

は古代の竪穴住居跡が多数検出されており、近隣で集落が営まれていたことが確認されている。また、

縄文時代の遺物も本遺跡を含む周辺遺跡からも出土していることなどから、縄文時代の散布地であっ

たことが新たに判明した。

No 出土地点 層位 器種 部位
文様・調整

備考 写 図
外面 内面

1 EE7 Ⅱ層 壺か注口土器 体部 ミガキ

2 EE8 Ⅱ層 深 鉢 体 部 ナ デ 摩滅激しい。口縁部付近 ?

3 ⅡE9 Ⅱ層 深 鉢 体部 RL縄文 ? ナデ

4 ⅡE9 Ⅱ層 深鉢 体部 ナ デ 摩滅激 し▼

5 ⅡE9 Ⅱ層 深 鉢 体 部 ナ デ

-16-
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V 市 の川 Ⅱ遺 跡

1遺 跡 の 立 地
遺跡は北上市の北東部、JR東北本線村崎野駅から北東約 3.6 kmに位置し、北上川によって形成さ

れた自然堤防上に立地する。遺跡の標高は67m前後で、調査前の現況は水田である。

2基 本 土 層

ⅣH3mグ リッド東側壁面を基本土層とした。調査区内における層序の相違は見られない。周辺遺

跡同様、北上川の洪水による影響を受けた上層堆積で、第I層の耕作上下に第Ⅱ層黒色土→第Ⅲ層褐

色砂質土→第Ⅳ層褐色上の堆積層序を確認した。いずれの層からも遺構・遺物は確認されておらず、

各層の時期を特定することはできなかった。

隣 一 箇 7 1XXlm 判 -0

第 I層 :10YR3/1 黒褐色 粘土質土 粘性

ありしまりあり 耕作土。層厚 16

～ 24 cm。

第Ⅱ層 :10YR2/1 黒色土 粘性ややあり

しまりあり

第Ⅲ層 :10YR4/4 褐色 砂質土 粘性やや

あり しまりあり

第Ⅳ層 :10YR4/4 褐色土 粘性あり しま

りあり

第 10図 基本土層

3調 査 の 概 要

今回の調査は、事業に先立って行われた県教育委員会による試掘調査において今回の調査区内、お

よびその周辺で遺構が確認されたために調査を実地したものである。調査面積は本調査面積 200だ、

確認調査面積 193rの計 393ギである。

調査は事前に行われた県教育委員会による試掘調査によるトレンチを確認しながら、人力による表

土除去と検出を行った。試掘時にも確認されていた溝状のプランを検出・精査を行ったが、埋上の状

況から現代の水田利用に伴うものと判断した。遺物は出土していない。

4 ま と め

今回の調査では当初予想された古代の遺構・遺物をはじめとする埋蔵文化財は見つからなかった

が、隣接する六日市遺跡では古代の竪穴住居跡が見つかつており、本遺跡も集落跡の一部に含まれる

可能性が考えられる。

… ■0
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Ⅵ 山 口 遺 跡

1遺 跡 の 立 地

遺跡は北上市の北東端部にあり花巻市にまたがっている。JR東北本線村崎野駅から北東約4.3 kmに

位置し、北上川によって形成された自然堤防上に立地する。遺跡の標高は67m前後で、調査前の現況

は水田である。             ´

2基 本 土 層

ⅣB 23 uグ リッド北側壁面を基本土層とした。調査区内においては全体に地形による相違はほと

んどなく、北上川の洪水による影響を受けた堆積層で、第 I層 の耕作上下に第Ⅱ層の黒色土が堆積し、

この面で平安時代の遺構 。遺物が確認できる。第Ⅲ層は第Ⅱ層・第Ⅳ層間にあり、これらよりやや薄

い黒褐色土層で、場所によっては全 くない箇所もある。遺物・遺構を伴わないため時期は判らない。

第Ⅳ層からは縄文時代の上器片や石鏃がわずかに出土している。第V層以下からは遺構・遺物は見つ

かっていない。

第 I層 :10YR3/1 黒褐色土 粘性あ り しまりあ

り耕作土。層厚 8～ 18 cln。

第Ⅱ層 :10YR2/1 黒色土 粘性あり しまりあり

古代の遺構検出面。層厚 6～ 17 cm。

第Ⅲ層 :10YR2/1～ 3/1 黒色～黒褐色土 粘性あ

り しまりあり 層厚 4～ 9 cm。

第Ⅳ層 :10YR2/1 黒色土 粘性ややあり しまり

あり 縄文時代の遺物出土。層厚 10～ 14 cm。

第V層 :10ⅥR3/2 黒褐色土 粘性なし しまりあ

り 層厚 10～ 22 cm。

第Ⅵ層 :10YR3/4 暗褐色土 粘性あり しまりあ

り 層厚 20～ 30 cm。

第Ⅶ層 :10YR4/4 褐色砂質土 粘性ややあり し

まりあり 層厚 13～ 20 cm。

第Ⅷ層 :10YR4/4 褐色土 粘性あり しまりあり 第 刊2図 基本土層

3調 査 の 概 要

今回の調査は昨年行った花巻市側調査区の南側にあたり、事業に先立って行われた県教育委員会に

よる試掘調査において今回の調査区を含めた遺跡内で方形周溝・竪穴住居跡等の埋蔵文化財が確認さ

れたために調査を実地したものである。

今回の調査面積は本調査面積795ぽ、確認調査面積525ドの計1,320ギ で、検出された遺構は本調査区

から竪穴住居跡 3棟 (う ち 1棟は確認調査にまたがる)、 溝状遺構 1条、柱穴状土坑 3個、確認調査

区から竪穴住居跡 1棟 (本調査にまたがる)、 焼土遺構 1基である。

出土遺物は土器 (土師器・須恵器)力朔 コヽンテナで 1箱、縄文土器 2点、金属遺物 (刀子)1点である。

卜
L=9 2CIClm 引

-20-



Ⅵ 山口遺跡

1号柱穴状土坑

2号柱穴状土坑

1号溝状遺構

3号柱穴状土抗

2号竪穴住居跡

1号竪穴住居跡

第 13図 遺構配置図
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4 検出遺構 と出土遺物

4 検 出遺構 と出土遺物

(1)竪 穴 住 居 跡

1号竪穴住居跡 (第 14図 、写真図版 4)

<位置・検出 。重複関係 > VBle・ VBlfグ リッドに跨って位置 し、表土下の第Ⅱ層で検出された。

重複している遺構はないが遺構の西側が調査区外へと延びている。

<規模> 遺構の大半が調査区外のため、詳細な規模は不明である。

<埋土> 埋土は自然堆積で上～中位は黒褐色上、下位は暗褐色土を主体とする。

<床面・壁面> 床面には黒褐色土と褐色土の混合土によって 8～ 26 cmの厚さで貼 り床が施され、

壁面付近ほど掘 り込みが深い傾向であった。壁面は調査で確認できた南東・北東壁面が直立～やや外

傾気味に立ち上がる。壁残存値は南東壁面が床面から最大 38 cm、 北東壁面が 32 cmである。

<カマ ド> 調査範囲に焼土痕を伴うカマ ドは検出されていないが、旧カマ ドの煙道部と思われる溝

状の遺構が南東壁面の隅で確認された。埋上の上～中位には焼土粒が混入している。

<遺物> 1～ 3が出土した。いずれも床面付近からの出上で、1,2は ロクロ成形の杯で、1の 内

面はミガキ調整後に、黒色え理が施されている。3は須恵器甕の体部破片である。

時期 出土した遺物からおおよそ 9世紀後半～末葉頃と考えられる。

卜 L669CXlm ai

1 10YR2/1黒 色土 粘性 なし しまりあ り掲色土 (10YR4/4J霜
降 り状に 3%、 褐色焼土粒 (7 5YR4/4径 511)1%未 満含む。

2 1klYR3/2黒 褐色土 粘性な し しまりあ り褐色土 (10YR4/4j
Ю%含む。

b‐ b'
1 10YR4/3に ぶい黄褐色土 粘性なし しまりあ り暗掲色土

2“ 毬薔βイ即 藍 渇色土 粘性なし しまりあ り暗褐色土

3 銘器醍諧鐙皐粂呈台名性ややあありしまりあり褐色土
4協朗譜β篭鶉たとそ滉及花踏移掲色±50%の混合土層。

粘性ややあ り しまりあ り須恵器片混入。

0       1:3       11

檻6つば♯ざ

ゾ
P

日
ロ

ド
ヨ

４

虔 ― い 67 1XXlm

黒色処理

＼

A― A'、 B― B'
1,10YR2/2黒褐色土 粘性なし しまりあ り褐色土 (loYR4/413%、 径 lcnの 炭化物粒 1%未満

明赤褐色焼土粒 (5YRS/6径 l cll)1%未 満混入。
2.10YR2/1黒 色土 粘性ややあ り しまりあ り褐色土粒 (10YR4/4径 3～ 5 Ha)10/O混 入。
3.10YR2/2黒 褐色土 粘性あ り しまりあ り
4 10YR2/2黒 褐色土 粘性あ り しまりあ り褐色砂質土 (10YR4/4j10%混 入。

:i認瑠 1曇名謎第陀Pl濡腐翌賞読誘毎裳雙9ぎ9慈極ゑ称略 りあり貼床土
0               1:50              2m
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Ⅵ 山口遺跡

2号竪穴住居跡 (第 15。 16図 、写真図版 5)

<位置・検出・重複関係 > VBla・ VBlbグ リッドに跨って位置 し、表土下の第Ⅱ層で検出された。

重複 している遺構はないが遺構の西側が調査区外へ と延びている。

<規模> 遺構の大半が調査区外のため、詳細な規模は不明であるが、検出したカマ ドの軸方向の壁

面の長さは約 280 cmほ どである。

<埋土> 埋上の上～中位は黒褐色上を主体 とし、褐色 。暗褐色砂質土が混合 している。下位は黒褐

色土と褐色砂質上の混合土から成 り、住居床面には板状 を呈する炭化物が溶けた状態で混入する。貼

り床は黒色・暗褐色上が主体であるが、壁際では褐色砂質上の混入が多 くなる。また、さらに下位 に

は旧床面の貼 り床土 と思われる黒褐色土とにぶい黄褐色土の混合土が確認された。

<カ マ ド> 調査範囲内でカマ ドは確認されていないが、煙出部 と思われる円形のプランが住居北狽1

(調査区外)で検出された。また、住居の埋土断面 (A― A/ベ ル ト)に てカマ ドの右袖部 と思われ

る暗褐色上の堆積 (9層 )を確認 していることから、北壁にカマ ドを構築 したと推測される。

<床面 。壁面 > 床面には黒褐色土 と褐色上の混合土 によって 8～ 26 cmの厚 さで貼 り床が施 され、

確認できた壁面は南東・北東壁で垂直～やや外傾気味に立ち上がる。壁残存値は南東壁が床面か ら最

大 38 cm、 北東壁が 32 cmである。

<土坑> 北東隅に土坑状のプランを確認 した。プランは不整な形状で径 76× 54 cmの 範囲で広が り、

深さは 6 cmと 浅 く、底面は東側に向かって傾斜 して下る。底面からは刀子が出上 している。

<遺物> 4～ 7が出上 した。4～ 6は土師器郭で、4・ 5は住居床面から出上 し、内面にはミガキ

調整後に黒色処理が施されている。4・ 6の器面には墨書文字が確認で きる。 7は土坑から底面か ら

出土 した刀子である。

時期 出土 した遺物の特徴から9世紀後半～末葉頃と考えられる。

カクラン 引

置
Ｆ
十 X=‐71752

:翅亥誰1麟¶ヨ∞薪翻 。
専IⅢ轍鞘y縄飴甜仁甲欺潮&叩

と韓影彊糧魯≧母評締 畿薯龍郎温務錘贔獣賭霜ぞ封ぁり

磋6550部

導

】:認検折曇雹呈蔦複嫁η牲射盪η箔雹鍵圭避V銘鏃咎ゴ秤

'給

購 も。

0              1:50             2m

μ L=66 81Xlmヨ

第 15図  2号竪穴住居跡
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4 検出遺構と出土遺物

黒色処理
黒色処理

0       1:2       5m
7

0             1:3             10cln
4^ヤ 6

第 16図  2号竪穴住居跡出土遺物

3号竪穴住居跡 (第 17図 、写真図版 6。 7)

<位置・検出・重複関係> ⅣB20u・ 20v・ 21u・ 21vグ リッドに跨って位置し、第Ⅱ層で検出さ

れた。重複している遺構はないが遺構の南側半分が確認調査区内のため、その部分については検出の

みの調査である。また、北東壁隅の一部が調査前に行われた県教育委員会の試掘 トレンチによって削

平された状況であつた。

<規模> 遺構南半は確認調査区のため検出状況での計測であるが南北 342 cm、 東西 366 cmで ある。

<埋土> 埋土は自然堆積で上～中位は黒褐色土を基調とし、上位には褐色土粒、中位には責褐色土

粒がわずかに混入する。下位は暗褐色土を主体に褐色土がブロック状に混入する層である。

<床面・壁面> 床面は平坦で一部に緩い凹凸がある。壁面はタト傾 して立ち上がる。床面からの壁残

存値は北壁 26 cm、 西壁 13 cm、 東壁 26 cmである。

<カ マド> 北東側の床面に焼土痕を確認し、その東側壁面に煙道部を検出した。また、検出した煙

道部の長さは約 100 cmで、東側に向かって傾斜し、やや下る。先端部分が事前の試掘 トレンチにより

削平され消失していた。カマ ド袖部については断面による確認を行ったが床面まで確認はできなかっ

たが、遺構全体の写真撮影のためクリーニング作業を行い、染み状のプランを検出した。その後、遺

構南側の確認調査区内で径58× 46 cmの 楕円形プランを検出した。そのプランには検出段階で焼土粒・

炭化粒などの燃焼痕は確認されていないが、位置的にカマドの煙出部の可能性があり、調査した東壁

面のカマドは廃棄されたものであると考えられる。

<土坑> 2基検出した。Plは東壁に設けられたカマドの右袖部を切つて検出された。規模は約 90

×70 cm、 深さは 34 cmで ある。P2は確認調査区との境界で検出したため詳細規模は不明であるが、

検出した範囲では径 52 cm、 深さは 14 cmを 測る。

<遺物> 8～ 13が出土 した。8～ 10は 土師器杯で 8は 内面に黒色処理が施されている。H～ 13

は土師器甕である。9。 12がカマ ド付近、12が貼床土からで他は検出面～埋土上位から出土した。

時期 出上した遺物の特徴から9世紀後半～末葉頃と考えられる。
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Ⅵ 山口遺跡

A― A'、 B― B'
1 10YR2/2黒 褐色土 粘性ややあ り しまりあ り掲色土 (10YR4/4)

1%含む。
2 とOYR2/2黒褐色土 粘性なし しまりあ り黄褐色土粒 (10YR5/6

舗 搬 籐 盈 粘性ややあ り しまりあ り
4 10YR2/2暗 褐色土 粘性 なし しまりあ り褐色土 (10YR4/4)ブロ

ック】大に 2%含 む。
5 10YR3/1黒 褐色± 50%、 10YR4/4褐 色± 50%の混合土層。

粘性あ り しまりあ り貼床土。

L=6720111n        一銘

洋  卜計200m 型当

b― b'
1 10YR2/1黒 色土粘性ややありしまりあり

多爾暮言g蝉鞠 50
%の混合土層。粘性あ り しまりあ り

5 10YR3/3暗 褐色土 粘性あ り しまりあ り

粘性あ り しま りあ り
5 7 5YR3/2黒 褐色土 粘性あ り しまりあ り明褐色焼土

綱盤筋毒Ⅷ 鼎 鶴 P離 。
3:耗留客/盤 朧 単敦くと賃

'ぁ

り赤褐色焼
土粒(5YR4/83～ 5 tur)1～ 3%含む。

断面 130    1m
O    平面 1る0    2m

当

逮錘轟静苫1。

轍題饉選騒H9

0         1:3       10cm

6

a― a'                P
1 10YR2/1黒 色土 粘性ややあ り しまりあ り褐色焼土粒

2(よ渫あΥ≧辮 ぁりしまりありにぶい黄燈
3亀 奮゙多じ埋滉襲蜜坐与飾ご謝虎含:ま りあり掲tJ尭土ぃ
4 識 二聖色盟ξ齢酒il検を2皐ξ誕昂玩務罷蓉l層。

1 10YR2/1黒 色土 粘性ややあ り しまりややあ り

2�籍庁尋盤鰯餅しまりややあり
3 10YR2/1黒 色土 粘性あ り しまりあ り褐色土

(10YR4/4)ブ ロックで 1%含 む。

第 17図  3号竪穴住居跡・出土遺物
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4 検出遺構と出土遺物

(2)焼 土 遺 構

1号焼土 (第 18図、写真図版 8)

<位置 。検出・重複関係> Ⅳ B 18v・ 19vグリッドに跨って位置する。表土除去後に第Ⅱ層で検

出した。重複する遺構はない。遺構は確認調査区のため検出のみの調査である。

<平面形・規模> 検出段階で確認した形状は円形基調で、規模は約 129× 117 cmである。

遺物 検出面で土師器甕の口縁部破片が 1点 (14)が出上している。

時期 検出面および出土遺物から平安時代の遺構と考えられる。

ミ
薇

》

却路4札Ы
"

Ａ

批

0         1:40        1m 0        ■3

甚 MIxxI14 AI

1 lllYR2/2黒褐色土 粘性なし しまりなし
2 10YR2/1黒 色± 70%、 10YR4/4褐 色± 30

%の混合土層。粘性あ り しまりあ り

μ レ 6690m璃

1,10YR2/2黒 褐色土 粘性なし しまりあ り
2.10YR2/1黒 褐色土 粘性なし しまりあ り

第 18図  1号焼土

(3)溝 状 遺 構

調査区北端付近で検出した。調査に先立って行われた県教委委員会でも今回検出した遺構の一部と

思われるプランを確認 してお り、これらが同一遺構であれば形状から方形周溝の可能性が高い。

1号溝状遺構 (第 19図、写真図版 8)

<位置・検出・重複関係 > VA2p。 3pグ

リッドに跨って位置する。表土除去後に第Ⅱ層

で検出した。2号柱穴状土坑と重複関係にあり、

これに切られる。

<平面形・規模 >「 コ」の形状で、調査区外

北東方向に 180 cm、 さらに方向を北西に変え、

420 cmの ところで屈曲気味に調査区外へ と延び

る。幅は 42～ 66 cm、 深さは 12～ 14 cmと 浅い。

<底面> 底面は中心部がU字状にないし、緩

い凹凸がある。

<埋土> 埋土は 2層からなり、黒褐色土を主

体 とした堆積で底面 。側壁面には褐色土が混合

する。

時期 検出状況や埋上の状況から古代の遺構 と

考えられるが詳細は不明である。

朗
Ａ

カクラン
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Ⅵ 山口遺跡

(4)柱 穴 状 土 坑

調査区北側で 3個検出した。遺構内から遺物は出土しておらず、いずれも詳細時期は不明である。

1号柱穴状土坑 (第 20図 、写真図版 9)

<位置・検出・重複関係> VA3nグ リッドに位置する。表土除去後に第Ⅱ層で検出した。重複す

る遺構はないが、遺構の一部が撹乱の影響を受けている。

<平面形・規模> 形状は精円形を呈し、規模は開口部径 36× 22 cm、 深さ20 cmを 測る。

<埋土> 埋土は黒褐色土を主体とし、南側は撹乱の影響で褐色砂質上が混入する。

2号柱穴状土坑 (第 20図、写真図版 9)

<位置・検出 。重複関係> VA3pグ リッドに位置する。表土除去後に第Ⅱ層で検出した。1号溝

状遺構と重複し、これを切る。

<平面形・規模> 形状は楕円形を呈し、規模は開口部径 52× 42 cm、 深さ 30 cmを 測る。

<埋土>埋上の上位は褐色土粒を少量含む黒褐色土、中～下位は黒褐色土粒を微量含む褐色土が堆

積し、壁際では黒褐色土粒がやや多く混入する。

3号桂穴状土坑 (第 20図、写真図版 9)

<位置 。検出・重複関係> VA2rグ リッドに位置する。表土除去後に第 H層で検出した。重複す

る遺構はない。

<平面形・規模> 形状は円形を呈し、規模は開口部径 35× 34 cm、 深さ47 cmを 測る。

<埋土> 埋土は褐色土粒を含む黒色土を主体に構成されている。

郭Ｗ

井
吼
Ｐ球

ち:I齢筋繋経勅1比よ載饉
質±50%の 混合土層。粘性ややありし
まりあり

ル

も
F

4669歳

写
三授臣チ

r

ぎ

Y切2Wキ

fd坐  亀
屯
“
釦辞

蕉 669瀞

:→尊苺協屠畳皇尊ゴ:修ηセま,を写磯皆景亀継糊替癸ヨ
む。

ユ灘S:三輛簡鍵を解雛継り翔 0     ■40    1m

2号柱穴状土坑

第 20図  1号～ 3号柱穴状土坑
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5 まとめ

(5)遺構外出土遺物 (第 21図、写真図版 37)

遺構検出作業中に出土した遺物で、出土した状況から洪水による氾濫や後世の造成工事によって動

いた可能性が高い。石鏃は第Ⅱ層下の旧沢状地形の検出面からの出土である。縄文土器片は第Ⅳ層か

ら2点出土した。いずれも深鉢の胴部破片であるが、器面は激しく摩滅した状況で詳細時期は不明で

ある。

日
脚
牝 ―◆

―嘩―‖◇
17

0     ■2     5 cm

第 21図 遺構外出土遺物

5 ま と め

遺構

今回の調査で検出した遺構は竪穴住居跡 3棟、溝状遺構 1条、焼土遺構 1基、柱穴状土坑 3個であ

る。いずれも本文中にも記しているとおり、遺構の一部の調査であったり、確認調査による検出のみ

の調査のものであるが、3棟検出された竪穴住居跡の構造について補足する。

カマ ドについては 1号竪穴住居跡と3号竪穴住居跡については検出したカマド (煙道部)の状況か

らカマ ドを再構築した可能性がある。1号竪穴住居跡は検出した住居のプランに対し、煙道部の位置

が壁隅寄 りで、軸方向も住居軸と異なる方位を向くことから、住居の建て替えと併せ、未調査区部分

にある西壁か北壁へ移設したことが推察される。また、3号竪穴住居跡では東壁で検出したカマ ドの

燃焼部付近に焼土が確認できたが、袖部が染み状にしか残存 しないことから廃棄されたカマ ドである

と考えられ、確認 (検出)のみであるが、煙出部と思われる楕円形のプランが南壁の隣接地で検出さ

れたことから南壁側ヘカマ ドを移築した可能性が考えられる。また、床面については 1号竪穴住居跡

の床面は南壁と東壁際が深く掘られた痕跡があるのに対 し、中央部寄 りではあまり深 く掘られた痕

跡が見られないことから、先に述べたカマ ドの状況と併せて住居を再構築 (改築)し た可能性が考

えられる。2号竪穴住居跡では床面に貼り床が 2面確認されたことから、同様に再構築したと考えら

れるが調査 した範囲で時期的な差異までは判らなかった。いずれの住居も埋土に十和田a降下火山灰

(To―a)が含まれていないことや出土した遺物から時期は 9世紀後葉～末葉頃とした。

遺物

今回の調査で出土 した遺物の重量は全体で 3076.78で このうち2604.9g(84の が遺構内からの

出土である。遺物は土師器杯・土師器奏の破片が大半で須恵器は甕の破片がわずかに出土しているの

みで杯は出土していない。また、縄文土器もわずかに出土したが摩減が激しく、小片のため詳細は不

明である。

総括

今回の調査で山口遺跡が縄文時代の上器散布地であること、古代の集落跡であったことが半J明 した。
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Ⅵ 山口遺跡

周辺の遺跡でも北上川左岸の氾濫平野には縄文・古代の複合遺跡が多 く知られてお り、今回の調査 に

関わつて、本遺跡以外でも小川屋敷・六日市・八天北などの各遺跡で住居跡が確認されており、更木

地区に古代の集落が形成されていたことが半J明 した。

第 3表 古代土器観察表

No 出土地点・層位 種別 器種 部位
調整 量 (cm)

備考 図版 写図
外面 内面 口径 器 高

1
1号竪穴住居跡
埋上下部～床面

土師器 杯 体～底部 ロクロナデ
ミガキ→黒色
処理

(140)

1号竪穴住居跡
床面直上

杯 口縁～体部 ロクロナデ ロクロナデ

1号竪穴住居跡
床面

須恵器 養 体部 タタキメ

2号竪穴住居跡 カ
マ ド付近 床面

土師器 ネ 口縁～体部 ロクロナデ
ミガキ→黒色

処理
外面に墨書文字あり

5
2号竪穴住居跡カ
マ ド付近 床面

邦 体～底部
ロクロナデ
底 :回転糸切 り

ミガキ→黒色
処理

(2.9)

6
2号竪穴住居跡
埋± 1層

不 口縁～体部 ロクロナデ ロクロナデ 外面に墨書文字あり

8
3号竪穴住居跡
検出面

杯 底部
ロクロナデ
底 :回転糸切 り

ミガキ→黒色
処理

9
3号竪穴住居跡
カマ ド付近

杯 口縁～底部
ロクロナデ
底 :回転糸切り

ロクロナデ (136) (46) 17

3号竪穴住居跡
埋± 2層

郭 体～底部
ロクロナデ
底 :回転糸切 り

ロクロナデ

3号竪穴住居跡
貼床土

養 口縁部 ロクロナデ ロクロナデ (17.0) 17

3号竪穴住居跡
カマ ド右袖部

甕 口縁～体部
ロクロナデ
ヘラナデ (縦 )

ロクロナデ 17

3号竪穴住居跡
坦±1・ 2層・検出面

養 体～底部 ヘラケズ リ ヘラナデ (1■ 0)

1号焼土 検出面 奏 口縁～体部
口 :ヨ ヨナデ

体 :ヘ ラナデ (縦 )

口

体

ヨコナデ
ハケメ

第 4表 縄文土器観察表

No 出土地点 層位 種 別 器種 部位
調 整

備考 図版 写図
外面 内面

Ⅳ B25w  Ⅱ層 縄文土器 深鉢 体部 RL縄文 ナ デ 胎上に砂粒多く含む。

ⅣBlv  Ⅳ層 縄文土器 深鉢 体 部 RL縄文 ナ デ 胎上に砂粒多く含む。

第 5表 金属遺物観察表

No 出土地点・層位 器種 長 さ (cHl) 幅 (cln) 厚さ (clll) 備考 図版 写 図

7 2号竪穴住居跡 Pl底面 刀子

第 6表 石器観察表

No 出土地点・層位 器種 長さ(cm) 幅 (cHl) 厚さ (cnl) 重量 e) 石質 備考 図版 写図

17 ⅣB12u  Ⅱ層 石鏃 130 097 買岩

第 7表 土器重量表

遺構内                遺構外

遺構名 重量 (g)

1号竪穴住居跡 5136

2号竪穴住居跡 1999

3号竪穴住居跡 17480

l号焼土 143.4

合 計 26049

グリッド 重量 (g) グリッド 重量 (g)

ⅣB12t ⅣB12v

Ⅳ B ⅣB14v

ⅣB12u ⅣB16v

Ⅳ B 1177 ⅣB21v

ⅣB14u 93.5 Ⅳ B22v

Ⅳ B 20.2 ⅣB25w

ⅣB21u 58.8 VBlv

ⅣBHv 504 合計
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Ⅶ 小 川 屋 敷 遺 跡

1遺 跡 の 立 地
遺跡は北上市の北東部、JR東北本線村崎野駅から北東約 4.2 kmに位置し、北上川の氾濫によって

形成された自然堤防上に立地する。遺跡の標高は66m前後で、調査前の現況は水田および未舗装道路

である。

2基 本 土 層

調査区が広い範囲におよぶため、場所により地形・土層堆積も異なるが、自然堤防高位面に位置 し、

古代の遺構が多 く検出された調査区北側のⅣ C19yグ リッド南側壁面を基本土層とした。北上川の

洪水による影響を受けた堆積層で、第 I層 の耕作上下に第Ⅱ層の黒褐色土が堆積するが遺物・遺構が

確認されていないため時期は不明である。第Ⅲ層には黒色土が堆積し、この面で平安時代の遺構・遺

物が確認できる。第Ⅳ層は、これらよりやや薄い黒色土層で、調査区北～北西に堆積が確認されたが

場所によっては全 くない箇所もある。また遺構・遺物を伴わないため時期は判らない。第V層 は黒色

シルトで縄文時代の上器片がわずかに出上している。第Ⅵ層以下からは遺構・遺物は見つかっていな

ヤヽ。

第 I層 :10YR3/1 黒褐色土 粘性あ り しま

りあ り 耕作土。層厚 20 cm前後。

第Ⅱ層 :10YR2/2 黒褐色土 粘性なし しま

りあ り 層厚 10～ 15 cm。

第Ⅲ層 :10YR2/1 黒色土 粘性ややあ り し

ま りあ り 層厚 15～ 20 cm。 古代の遺

構検出面。

第Ⅳ層 :10YR2/1 黒色土 粘性ややあ り し

ま りあ り 暗褐色土 (10YR3/3)10%

混合。層厚 10 cm前後。

第V層 :10YR2/2 黒褐色土 粘性あ り しま

りあり 縄文時代の遺物出土。

層厚 15～ 20 cm。

第Ⅵ層 :10YR3/4 暗褐色土 粘性あ り しま

りあ り 地山。

ドエーーレ673111h

第 22図 基本土層

3調 査 の 概 要

今回の調査は、事業に先立って行われた県教育委員会による試掘調査において、今回の調査区を含

む遺跡内および遺跡隣接地において竪穴住居跡等の埋蔵文化財が確認されたために調査を実地したも

のである。

今回の調査面積は本調査面積1,933だ 、確認調査面積1,540ポの計3,473♂で、検出した遺構は以下の

とおりである。
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4 検出遺構と出土遺物

本調査区  竪穴住居跡 7棟、住居状遺構 1棟 (確認調査にまたがる)、 土坑 6基、焼土遺構

3基、柱穴状土坑 1個、井戸跡 1基

確認調査区 住居状遺構 1棟 (本調査 にまたがる)、 土坑 3基、焼土遺構 3基、陥 し穴状遺構

1基、溝状遺構 1条

出土遺物は土器 (土師器・須恵器)が大コンテナで 2箱、金属遺物 (刀子)2点である。他 に縄文

土器が微量出土 している。

4 検 出遺構 と出土遺物

(1)竪穴住居跡

1号竪穴住居跡 (第 24図、写真図版 10)

<位置・検出・重複関係> ⅣD24sグ リッドに位置し、表上下の第Ⅲ層で検出された。重複 している

遺構はないが遺構大半が西側の調査区外へと延びており、カマド煙道部のみの検出である。

<規模> 遺構の大半が調査区外のため、規模は不明である。

<埋土> カマ ド煙道部のみの検出で、埋上の上～中位は黒褐色土、下位は暗褐色上が堆積している。

煙道部の埋土上位には土器片が混入している。

<カ マ ド> カマ ド煙道部のみの検出で軸方向はE-15° 一Sである。煙道部の長さは約 100 cmで

燃焼部側から東へ向かって 55 cmま では平坦で、その先から煙出部までは傾斜して下る。

<遺物> 1～ 10が出土した。10は煙道部埋± 3層 から出上したが、それ以外は遺構プラン検出時

にカマ ド燃焼部～左袖都付近から出上したものである。1～ 5は ロクロ成形による土師器杯で、5は

高台付杯である。1・ 2・ 5は内面に黒色処理が施され、1・ 3・ 4の底部は回転糸切 り痕が残る。

6～ 10は 土師器甕で 6～ 8の 口縁部外面の調整はヨコナデ、体部は 6・ 7が縦位にヘラナデ、8は

ヘラケズリが施される。10は 口縁部が屈曲し、外面はロクロ使用による整形後、体部下半に縦位の

ナデを施している。

時期 出土した遺物から9世紀後葉～ 10世紀前葉頃に属すると考えられる。

十 Y72磁 卜
‐

当

当

A― A'
1 10YR2/1黒色土 粘性ややあ り しまりあ り にぶい黄褐色土

川解現
3鞠舗融 、鞘 巻ミ瓶の

混合土層。粘性ややあ り しまりあ り
3 10YR2/3黒 褐色土 粘性なし しまりあ り
4 10YR3/1黒 褐色± 70%、 10YR5/6明 褐色焼± 30%の混合

土層。粘性なし しまりあ り
5 10YR3/1黒 掲色土 粘性ややあ り しまりあ り褐色焼土 g5

代                YR4/6)1～
2%含む。

L_66 001kn

。
ヾ
ベ
ト
ヽ
＝
＞
　
‐
‐
一
一
‐
‐
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第 24図  1号竪穴住居跡



Ⅶ 小川屋敷遺跡

0            1:3            10Cln

第 25図  1号竪穴住居跡出土遺物
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4 検出遺構と出土遺物

2号竪穴住居跡 (第 26。 27図、写真図版 11,12)

<位置・検出・重複関係 > Ⅳ D25b・ Ⅳ D 25c・ VDlb・ VDlcグ リッドに跨って位置 し、第Ⅲ

層で検出された。重複 している遺構はない。

<形状・規模・主軸方向> 形状は方形で、規模は北壁一南壁間が 326 cm、 東壁―西壁間が 308 cmで

ある。主軸方向は E-4° ― Sである。

<埋土> 埋土は自然堆積で上～中位は黒褐色土、下位は黒色土 とにぶい黄褐色土の混合土が堆積 し

ている。

<カ マ ド> カマ ドは東壁の中央より南側に構築されている。カマ ド袖部は黒褐色土 とにぶい責褐色

上の混合土による。燃焼部には約 82× 58 cmの範囲に焼土粒の広が りが確認され、焼上の厚 さは最大

で 4 cmである。煙道部はほぼ平坦で長さは約 123 cm、 検出面からの深さは 22～ 26 cmで ある。煙出部

はピット状を呈 し、径 40× 40 cm、 深さ72 cmを 測る。

<床面・壁面> 床面はほぼ平坦で、黒褐色シル トと褐色シル トの混合土によって 6～ 24 cmの厚さ

で貼 り床が施 される。壁面はいずれも外傾 して立ち上が り、壁面残存値は東壁 20 cm、 西壁 8 cm、 南

壁 30 cm、 北壁 18 cmで あるが、南壁以外は遺構検出時に確認が遅れて削平 したものである。

<土坑 > 2基検出 した。形状はいずれ も円形基調で、規模は Plは径 70× 60 cm、 深 さ 20 cm、 P2

は径 72× 54 cm、 深さ 12 cmで ある。P2か らは土師器甕 (15)が出土 した。

<遺物 > 11～ 15が出上 した。11は床面直上、12は埋± 1層 、13・ 14は カマ ド燃焼部、15は カマ

ド南側の上坑内 (Pl)か らそれぞれ出土 した。11～ 14は土師器郭で 14は 高台付杯である。H・ 12

・14の 内面は黒色処理が施され、H。 12の体部下半にはケズリが施されている。15は 土師器甕で器

面調整は外面がロクロナデ後ヘラケズリ、内面はミガキ後黒色処理が施されている。

時期 出土 した遺物から9世紀後葉～末葉頃と考えられる。

2号住

津― Li67 7011m

A
居跡

０いヽ
いぶ＝カ
ー十‐

Ｘ

浄

ドヽ
Ｒ
＝”
ヰ
‐

】:群聯1量色圭範桂盆テ慶η釧に蚕tt萎糧色圭t招璃議8奪星を現磐輝
全体に20%含む。

3 10YR2/1黒 色± 70%、 10YR4/3に ぶい黄褐色± 30%の混合土層。粘性あ り しまりあ り貼 り床土。

0           1:60         2m

岸―卜67700m
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第 26図  2号竪穴住居跡
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子繋 斃 量亀笹圭 第協争牝 僚 期 宿芭焼± 50%の 混合土層。粘性ややあ り

佑名老津菫色土 粘性ややあ り しまりあ り掲色焼土 ぃ YR4/4J拗 %含視

lllYR2/1黒 色土 粘性ややあ り しまりあ り

;留畢善】λ雛詠譜:窃

りし現資笠モ協り
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粘性ありしまりあり

0

与:帯跡塾辞猛恥場鍛鰯
対 翡 単着砦全推七露′宅埋りあ呻こぶい黄掲色土
41需謡燿鞣髪塩%、 ЮYRVI黒掲色±50%の混合土

“
昆避 魏笹糀PltlYR5μ にぶい錦壁∽%の

6 長拿蓬婦鵡 ヱ絶蓬み宅牲まりあり明赤褐色焼土
粒 (5YR5/6)5%含 む。

1:30      1m

0             1:3             10CHl

Ⅶ 小川屋敷遺跡

当

1_10YR3/3暗 褐色土 粘性あ り しまりあ り暗褐色

争腕 虻:籍|ヒ:身聾握魯こ
4_響

勒 後柁蕩4玩碁忽Pに
ぶい

1 lCIYR3/2黒褐色± 60%、 7 5YR4/4 褐色± 30%、 炭化物 10%の 混合土層。

第 27図 2号竪穴住居跡・出土遺物
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4 検出遺構と出土遺物

3号竪穴住居跡 (第 28'29図 、写真図版 13)

<位置・検出・重複関係 > Ⅳ D21uグ リッドに位置 し、表土下の第 Ⅱ層で検出された。重複 して

いる遺構はないが遺構の西側約 2/3以 上が調査区タトである。

<形状・規模・主軸方向> 形状は方形 と推測される。規模は遺構の大半が調査区外のため不明であ

る。主軸方向は検出したカマ ド煙道部にあわせるとN-71° 一Eであるが、検出 したカマ ドは袖部

などが除去されていたため、他に改めて構築されたものと考えられるため、住居廃棄時の状態は不明

である。

<埋土> 埋土は自然堆積で上位・下位は黒褐色土、中位は黒色土を主体 とする堆積である。

<カ マ ド> カマ ドは東壁の中央よりやや北側に構築されている。カマ ド袖部は除去され、燃焼部 と

想定される箇所には約 108× 56 cmの範囲に焼土粒の広が りが確認できるが、やや南側に位置がずれ

る。焼土の厚さは最大で 4 cmで ある。煙道部はほぼ平坦で長さは約 90 cm、 検出面からの深さは 22～

26 cmで ある。煙出部はピット状を呈 し、径 38× 36 cm、 深さ 22 cmを 測る。

<床面・壁面> 床面には緩やかな凹凸があ り、黒褐色土 と褐色土の混合土によって 2～ 10 cmの 厚

さで貼 り床が施される。壁面は調査で確認できた東壁 。南壁についてはタト傾 して立ち上がる。

<土坑> 住居外の煙道部南側に径 72× 58 cmの楕円形の形状を呈するプランを検出した。深さは約

32 cmで埋土から金属遺物 (刀子)が出土 した。埋上の状況などから本遺構に伴 う施設の可能性 もあ

るが、確実ではないため別遺構 (9号土坑)と した。

<遺物 > 16～ 25が出上 した。床面からの出土は 19の一部破片 と21の みで、他は埋土中からの出

上である。16～ 19は土師器杯で内面にミガキ調整後黒色処理が施されている。20～ 22は土師器甕

で 20は底部破片、21・ 22は 口縁部破片で 22は ロクロ使用による整形後にヘラナデが施されている。

時期 出土 した遺物の特徴から9世紀後葉～末葉頃と考えられる。

>
浄▼1930+

伴 L=6720111n

1 10YR9/2黒 褐色土 粘性な し しまりあ り にぶい黄掲
色土 (10YR4/3)1～ 2%、 径 3～ 51「Inの 炭化物含む。

2 1oYR2/1黒 色± 90%、 10YR4/3に ぶい黄褐色± 10%
の混合土層。粘性ややあ り しまりあ り炭化物粒 1%
未満含む。

3 10YR2/1黒 色土 粘性ややあ り しまりややあ りにぶい

黄褐色土 (10YR4/3)1%未 満含む。
4 7 5YR2/2黒 掲色土 粘性あ り しまりややあ り黒色土

(10YR2/1)3%含 む。
5 111YR2/1黒 褐色± 70°/o、 loYR5/6明 掲色± 30%の 混

合土層。粘性あ り しまりあ り土器片含む。
6 10YR3/1黒 褐色± 30%、 ЮYR4/4褐色± 70%の 混合

土層◇粘性あ り しまりあ り貼 り床。

ウ:乳武景銘量亀笹虚誉蛇盈卑;霞サをま岳塚舟
土(10YR3A>0%混合。

3 10YR2/1黒 色土 粘性あ り しまりあ り
4 10YR3/3暗 褐色土 粘性あ り しまりあ り(住居貼 り床土 )

1 10YR2/2黒 褐色土 粘性ややあ り しまりあ り
明褐色焼土 (7 5YR5/6)10～ 15%含 む。

2 10YR3/1黒 褐色土 粘性ややあ り しまりあ り
3 10YR9/1黒 掲色土 粘性なし しまりあ り黄

褐色土 (loYR5/6)1～ 2%含む。
4 10YR2/2黒 褐色土 粘性あ り しまりあ り責掲

色土 (loYR5/6)5%含 む。
5 10YR3/1黒 褐色土 粘性 なし しまりあ り明褐

色砂質土 (10YR7/6)10%含 む。
6 10YR4/4褐 色砂質土 粘性な し しまりあ り
7 111YR3/1黒 褐色土 粘性なし しまりあ り明黄

褐色砂質土 (10YR7/6)20%含 む。
8 111YR2/2黒 褐色土 粘性なし しまりあ り責褐

色土 (loYR8/6)1%含 む。
9 10YR2/2黒 褐色土 粘性あ り しまりあ り
10 10YR2/1黒 色土 粘性なし しまりあ り
H 10YR2/1黒 色土 粘性あ り しまりあ り橙色焼

土粒 (5YR6/8)1%含 む。
12 75YR3ρ 黒褐色焼土 粘性 なし しまりややあ り

離  L=66 201Xll

0              1:50             2m
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第 28図  3号竪穴住居跡



Ⅶ 小川屋敷遺跡

第 29図  3号竪穴住居跡出土遺物

4号竪穴住居跡 (第 30。 31図、写真図版 14)

<位置・検出 。重複関係 > Ⅳ E19c・ Ⅳ E20cグ リッドに跨つて位置 し、表土下の第Ⅲ層で検 出

された。重複 している遺構はないが、遺構の北側約 2/3以上が調査区外である。

<形状・規模・主軸方向> 形状は方形と推測されるが、遺構の大半が調査区外のため規模および主

軸方向は不明である。

<埋土> 埋土は全体に黒色～黒褐色土を基調 とした堆積で 4層 に分かれる。

<カ マ ド> 調査範囲内においてカマ ドは確認されていない。

<床面・壁面> 床面には緩やかな凹凸があり、黒褐色土 と褐色上の混合土によつて 2～ 10 cmの厚

さで貼 り床が施される。壁面は確認できたのは南東壁面のみで、直立 して立ち上がる。

<土坑> 2基検出した。重複関係にあり、P2が新 しい。規模は調査区外に延びるため不明である。

<遺物 > 23～ 41が出土 した。23・ 31'32'39'40は住居検出面、25'26は住居埋土、27～ 29'35

～37は Pl、 34・ 38は P2、 他は住居内土坑検出面～埋土 より出土 した。23～ 33は土師器杯で 27

は完形品である。23～ 29の 内面は黒色処理が施されている。また、27～ 29の外面には墨書による

文字が確認できる。底部の切 り離 し技法が確認できるのは 24・ 27・ 30～ 32でいずれも回転糸切 りに

よる。35～ 38は土師器甕で 34・ 35は 口縁部が外反 し、器面調整は外面は口縁部ヨコナデ、体部は 34

は縦位ヘラケズリ、35は縦位ヘラナデ、内面はいずれも横位のヘラナデが施される。36～ 38は 口縁

部が屈曲する形状で、器面調整は内外面ロクロナデにより、さらに36は内外面ヘラナデ、38は外面

にヘラケズリが施される。39～ 41は須恵器甕の体部破片で外面にタタキメが施される。

時期 出土した遺物から9世紀後半～末葉と考えられる。
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4 検出遺構と出土遺物

♯

+X-72059

と い 6680111n 葛

2

A― A'
1 10YR2/と 黒色土 粘性なし しまりあ り

明褐色焼土粒 (5YR5/6径 2～ 34U)1
%未満含む。

2 1clYR2/1黒 色土 粘性なし しまりあ り
明褐色焼土地 (5YR5/6径 5m)1%合
む。

3 10YRa/1～ 3/2黒 褐色土 粘性 なし し
まりあ り 明赤褐色焼土粒 (5YR5/6
径 3～ 5 tu)1%未 満含む。

4 10YR2/1黒 色土 粘性あ り しまりあ り

1 7 5YR2/2黒 褐色土 粘性あ り しまりややあ り
赤褐色焼土粒 (5YR4/6径 7～ 8 mm)2%含む。

2 10YR4/3に ぶい黄褐色± 90%、 lllYR3/1黒 掲
色± 10%の 混合土層。粘性あ り しまりあ り

3 10YR4/3に ぶい黄褐色± 60%、 10YR3/1黒 褐
色± 40%の混合土層。粘性あ り しまりあ り

4 10YR3/1黒 褐色土 粘性あ り しまりあ り明赤

5偲 聯 難 嘘 釧 モ 蟄暫 鶉 箱
色焼土粒 (5YR5/6径 1～ 2 4dl)1%未 満含む。

6 10YR2/2黒 褐色土粘性ありしまりあり明赤
褐色土粒(5YR5/6)3%含 む。土器片多く含む。

0             1:50            2m

預 /界哩

0            1:3           10cm

と=66700m

▼

X=‐72060■ 浄72060
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第 30図  4号竪穴住居跡 。出土遺物



Ⅶ 小川屋敷遺跡
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0          1:3          10cln
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第 31図  4号竪穴住居跡出土遺物

5号竪穴住居跡 (第 32図、写真図版 15)

<位置・検出 。重複関係 > Ⅳ D17a・ Ⅳ D17bグ リッドに跨つて位置 し、耕作土下の第 Ⅱ層で検

出された。重複 している遺構はないが遺構の南側の大部分が調査区外である。また、検出した遺構中

央部に幅約 60 cmほ どの トレンチ状の撹乱を受けている。

／

咄

～

――

〃

″
～
――
川

<形状・規模・主軸方向> 形状は方形 と推測さ

れるが、遺構の大半が調査区外のため規模および

主軸方向は不明である。

<埋土> 埋± 1層 は床面直上で黒色シル トであ

る。埋± 2層 は貼 り床土で黒褐色シル トと暗褐色

シル トの混合土層である。

<カ マ ド> 調査範囲内においてカマ ドは確認さ

れていない。

<床面・壁面> 確認 した範囲において床面には

緩やかな凹凸があるが、概ね平坦である。壁面は

確認できた北壁・東壁については外傾 して立ち上

が り、壁面残存値は 2～ 6 cmと 浅い。

<遺物> なし。

<時期> 検出状況から古代の遺構 と考えられる

が詳細は不明である。

浄η1954キ
A' A

帯

A― A'
1 10YR2/1黒色土 粘性あ り しま りあ り
2 111YR3/1黒褐色± 70%、 10YR3/4暗褐色± 30%の混合土層。

粘性あ り しまりあ り貼 り床土。

0           1:60          2m

第 32図  5号 竪穴住居跡
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4 検出遺構と出土遺物

6号竪穴住居跡 (第 33図 、写真図版 16)

<位置・検出 。重複関係> VD4c～ VD6cグ リッドに跨つて位置し、耕作土下の第Ⅱ層で検出

された。重複している遺構はないが、遺構の 9割以上が調査区外であるため全容は不明である。

<形状・規模・主軸方向> 形状は方形と推測されるが、遺構の大半が調査区外のため規模および主

軸方向は不明である。

<坦土> 埋土は黒褐色シルトと明黄褐色シルトの混合土層で、住居の貼り床上である。

<カ マ ド> 調査範囲内においてカマ ドは確認されていない。

<遺物> 遺構の検出時に42～ 45が出上した。43は土師器郭で内面は黒色処理が施され、内外面

に煤が付着している。43は土師器甕の底部破片、44・ 45は須恵器甕で 44は 口縁～体部上半で体部外

面にタタキメが施される。

<時期> 出土した遺物から9世紀後半頃と考えられる。

甚 L=665Clllm                                 4

ケメしピ予伝号晃勇∫攣倦耐 蹴 読ヽ雛 隅 雅 層。粘性
あり   0 1:60          2m

十
ミ
帯
＞

ω浄

=幾

o             l:3             10Cln
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Ⅶ 小川屋敷遺跡

7号竪穴住居跡 (第 34図 、写真図版 16)

<位置・検出・重複関係 > VD7c～ VD9cグ リッドに跨って位置 し、耕作上下の第 Ⅱ層で検出

された。複数の遺構が重複 している可能性 も考えられるが、調査 した範囲においては平面・断面等で

切 り合いの判断はできなかった。検出した部分の中央部付近に撹乱を受けてお り、この部分が遺構間

の境界である可能性 も考えられる。

<形状・規模> 検出した部分から方形状の形状 と推測される。検出した範囲での遺構の規模は東西

620 cmを測 り、それ以上の規模の遺構 と判断できる。

<埋土> 住居の埋土は明黄褐色シル ト粒を含む黒褐色土層、貼 り床にも明責褐色土を含む黒褐色土

が只占られている。また埋± 5層 ・6層 は撹乱でこれより東側は埋土 (貼 り床 ?)が浅 くなっている。

<カ マ ド> 調査範囲内においてカマ ドは確認されていない。

<遺物> 住居の貼 り床土中から土師器杯が 1点出土 した。46は土師器杯で器面調整はロクロナデ

により、底面の切 り離 し技法はヘラナデ、ヘラケズリによる再調整のため不明である。

<時期> 遺構を検出した状況から平安時代に属すると考えられるが詳細は不明である。

帯

件
,1961

!:攘訴巨ぞ::尊群孝i事

“

拿笞鬱ヒ暑骨ヨ:1警ξヒ馨:そ息ヨ身しとりやや刷

語翅:鴎嚇飴絣

浄

氏
帯
ンキ

0       1:60      2m
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第 34図  7号竪穴住居跡・出土遺物
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4 検出遺構と出土遺物

(2)住 居 状 遺 構

調査区南側で 1棟検出した。通常の住居跡より規模力Mヽ さくカマ ド設けられていないことから住居

状遺構 とした。

1号住居状遺構 (第 35図 、写真図版 17)

<位置・検出・重複関係 > Ⅳ E20d・ Ⅳ E21dグ リッドに跨って位置 し、表土下の第 Ⅱ層で検出

された。重複 している遺構はないが、遺構の南半分は確認調査区のため検出のみの調査である。

<形状・規模 > 検出したプランの形状は菱形を呈するが、本調査 した部分の形状 と確認調査区部分

の検出プランがやや曖味なことなどから判断すると方形を呈する可能性 も考えられる。規模は一部検

出のみのためおおよそではあるが各壁面の長さは 180～ 190 cmの範疇である。

<埋土> 10層 に分層 される。1～ 7層 は住居埋上、8～ 10層 は貼 り床上である。住居の埋土上位

(1～ 2層 )は黒褐色土層、中位 (3～ 5層 )は褐色土 を多 く含む黒褐色土層、下位 (6。 7層 )は
黒褐色上を主体にする層で、暗赤褐色焼土粒、炭化物粒、にぶい黄褐色土粒 とともに土器片が混入す

る。貼 り床 (8～ 10層 )は 30～ 40 cmの厚 さで、上位 と下位は黒褐色土 とにぶい黄褐色上の混合土

層で中位に黒色土を挟む。

<カ マ ド> 調査範囲内においてカマ ドは確認されていない。

<床面 。壁面> 床面には緩やかな凹凸があるが、平坦に近い。黒褐色土 と黄褐色土の混合土によっ

て 30～ 40 cmの厚 さで貼 り床が施される。壁面が確認できたのは北西壁・北東壁のみであるが、只占り

床部分より上位の壁面は直立 して立ち上がるが、貼 り床部分は底にい くほど狭 く窄んだ形状である。

検出面までの深さは最深で 88 cmあ る。

<遺物> 47～ 50が出土 した。49は埋± 7層 内、他は床面直上から出土 した。47～ 49は土師器甕

で器面調整は外面ロクロ整形後、47・ 49は体部中～下半、48は体部上位 より下に縦位のケズリ調整

が施される。50は住居床面北側より出上 した刀子で先端部分が欠けている。

時期 出土遺物の特徴から9世紀後半～末葉頃と考えられる。
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4 検出遺構と出土遺物

(3)焼 土 遺 構

今回の調査で焼土遺構 6基 を検出した。いずれも重複遺構はなく単体での検出である。このうち 1

号焼土・5号焼土については確認調査により検出のみ、また 6号焼土についても調査対象部分が生活

道路 として利用されている箇所であったため隣接箇所での トレンチ掘 りによる確認に止めた。時期は

遺物が少ないこともあ り、詳細は不明であるが、住居跡と同じ検出面であるため、9世紀後半～末葉

頃と考えられる。

1号焼土 (第 37図、写真図版 20)

<位置・検出> Ⅳ Dlaグ リッドに位置 し、表土下の第Ⅱ層で検出された。確認調査区のため検出

のみの調査である。

<形状・規模> 検出した形状は長楕円形状を呈する。形状から竪穴住居跡の煙道部である可能性 も

考えられる。焼土範囲は約 140× 40 cmである。

<堆積土> 検出面による確認では色調は黒褐色土を主体 とし、明赤褐色焼土粒が少量混入する。

2号焼土 (第 37図、写真図版 19)

<位置・検出> Ⅳ D24sグ リッドに位置 し、表上下の第Ⅱ層で検出された。

<形状・規模> 形状は不整形で、約 80× 68 cmの 範囲に焼土粒の広が りを確認 した。

<堆積土> 黒褐色土と明褐色焼土が混合 している。厚さは 13 cmを測る。

3号焼土 (第 37図、写真図版 20)

<位置・検出> Ⅳ D25mグリッドに位置 し、表上下の第Ⅱ層で検出された。

<形状・規模> 円形基調の形状を呈 し、焼土範囲は約 80× 68 cmである。

<堆積土> 焼上の色調は赤掲色で、厚さは 12 cmを 測る。

4号焼土 (第 37図、写真図版 20)

<位置・検出> ⅣE%aグ リッドに位置 し、表土下の第Ⅱ層で検出された。

<形状・規模> 形状は不整形で、約 62× 47 cmの範囲に焼土粒の広が りを確認 した。

<堆積土> 黒褐色土と明褐色焼土が混合 している。厚さは 13 cmを 測る。

5号焼土 (第 37図、写真図版 20)

<位置 。検出> Ⅲ D 25k・ ⅣDlkグ リッドに跨って位置 し、表土下の第Ⅱ層で検出された。確

認調査区のため検出のみの調査である。

<形状・規模> 形状は不整形で、約 80× 58 cmの 範囲に焼土粒の広が りを確認 した。

<堆積土> 検出面による確認では色調は黒褐色シル トを主体 とし、明赤褐色焼土粒が少量混入する。

<遺物> 検出面より土師器甕 (51)が出土 した。器面調整は内外面ともに口縁部がヨコナデ、体部

が縦位ヘラナデが施されている。

6号焼土 (第 37図、写真図版 20)

<位置・検出> Ⅳ C14yグ リッドに跨って位置 し、表上下の第Ⅱ層で検出された。確認調査区範

囲が調査対象であるが、生活道路 として利用されている状況であったため、道路に平行 した トレンチ
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Ⅶ 小川屋敷遺跡

調査を行い遺構を確認した。

<形状・規模> 検出した形状から方形状を呈すると推測される。未検出部分があることから規模は

不明であるが、調査範囲内においては約 150 cm幅 に焼土粒が広がることを確認した。

<堆積土> 検出面による確認では色調は黒褐色シルトを主体とし、明赤褐色焼土粒が少量混入する。

<遺物> 検出面より上師器杯が 2点出上した。52は内面ミガキ調整後、黒色処理が施されている。

A― A'
1 lKIYR3/1黒掲色土 粘性あ り しまりあ り径 3～ 5 tunの炭化

物粒 1%未満、明褐色焼土粒 (7 5YR5/6径 2～ 6 dun)1%含
む。土器片含む。

2.10YR2/1黒 色土 粘性あ り しまりあ り

5号焼土
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4 検出遺構と出土遺物

(4)土   坑

土坑を9基検出した。このうち本調査区 6基、確認調査区 3基で検出されている。このうち7号土

坑と8号土坑が重複する。

1号土坑 (第 38図、写真図版 18)

<位置・検出> ⅣE8dグ リッドに位置する。表土除去後に第Ⅵ層で検出した。

<平面形・規模> 調査完掘時に掘 りすぎたため形状は東側半分が広がっているが、元来の形状は楕

円形を呈する。規模は開口部径 132× 102 cm、 底面径 118× 72 cm、 深さ 18 cmを測る。

<底面・壁面> 底面は緩い凹凸があり、壁は北側は直立、南側はやや内傾して立ち上がる。

<埋土> 自然堆積で埋土は黒褐色土を基調とする3層からなる。

時期 不明である。

2号土坑 (第 38図、写真図版 18)

<位置・検出> Ⅳ E22bグ リッドに位置する。表土除去後に第Ⅲ層で検出した。

<平面形・規模> 不整な形状を呈し、規模は開口部径 130× 106 cm、 底面径 119× 87 cm、 深さ 15

cmを測る。

<底面 。壁面> 底面は緩い凹凸があり、壁面は東側は内湾気味、西側は緩やかに傾斜して立ち上が

る。

<埋土> 自然堆積で埋土は3層からなり、上～中位は暗褐色焼土を含む黒色土、下位は黒褐色土か

らなる。

時期 遺構の検出状況から古代に属すると考えられる。

3号土坑 (第 38図、写真図版 18)

<位置・検出> Ⅳ E21eグ リッドに位置する。表土除去後に第Ⅲ層で検出した。

<平面形・規模> 形状は楕円形を呈し、規模は開口部径 162X80 cm、 底面径 156× 70 cm、 深さ 16

cmを波Jる 。

<底面・壁面> 底面は緩い凹凸があり、壁面は内湾気味に立ち上がる。

<埋土> 自然堆積で埋土は3層からなり、上位は明赤褐色焼土を含む黒色土、中位は炭化物を多く

含む黒色土、下位は黒褐色土からなる。

時期 遺構の検出状況から古代に属すると考えられる。

4号土坑 (第 38図、写真図版 19)

<位置・検出> Ⅳ E22eグ リッドに位置し、表土除去後に第Ⅲ層で検出した。確認調査区のため

検出のみである。

<平面形・規模> 形状は長楕円形状を呈し、検出で確認した規模は径 188× 51 cmである。

<底面・壁面> 底面は緩い凹凸があり、壁面は内湾気味に立ち上がる。

時期 遺構の検出状況から古代に属すると考えられる。

5号土坑 (第 39図、写真図版 18)

<位置 。検出> Ⅳ E25mグ リッドに位置する。表土除去後に第Ⅲ層で検出した。遺構の一部は調
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Ⅶ 小川屋敷遺跡

査区外である。

<平面形・規模> 形状は精円形を呈し、規模は開口部径 174× 133cm、 底面径 167× 122cm、 深さ21

cmを測る。

<底面・壁面> 底面は平坦ではなく、断面形は九底の浅鉢状を呈する。壁面は南壁は緩く内湾気味

に立ち上がる。

<埋土> 自然堆積で埋土は5層からなり、上位は灰白色火山灰を含む黒色上、褐色焼土層と黒色土

層からなる。下位は暗褐色焼土層と黒色土層からなる。

時期 遺構の検出状況から古代に属すると考えられる。

6号土坑 (第 39図、写真図版 19)

<位置・検出> Ⅳ E18cグ リッドに位置する。表土除去後に第Ⅵ層で検出した。

<平面形・規模> 形状は楕円形を呈し、規模は開口部径 118× 82 cm、 底面径 102× 60 cm、 深さ28

cmを沢Jる 。

<底面・壁面> 底面は平坦ではなく凹凸がある。、壁面は内湾気味に立ち上がる。

<埋土> 自然堆積で埋土は5層からなり、上～中位は黒色土層が主体で、一部上位に黒褐色土が含

まれる。下位はより濃色の黒色土層からなる。

遺物 検出面から須恵器甕の破片が 1点出土した (54)。

時期 遺構の検出状況と出上した遺物から古代に属すると考えられる。

7号土坑 (第 39図、写真図版 19)

<位置・検出・重複関係> ⅣE8cグ リッドに位置し、表土除去後に第Ⅵ層で検出した。8号土坑

と重複関係にありこれを切る。確認調査区のため検出のみである。

<平面形・規模> 形状は楕円形を呈し、検出で確認した規模は径 87× 66 cmである。

遺物 検出面から須恵器奏の破片が 1点出上した (55)。

時期 不明である。

8号土坑 (第 39図、写真図版 19)

<位置 。検出 。重複関係> ⅣE8cグ リッドに位置し、表土除去後に第Ⅵ層で褐色上が混合する黒

褐色のプランを検出した。7号土坑と重複関係にありこれに切られる。確認調査区のため検出のみで

ある。

<平面形・規模> 形状は長方形を呈し、検出で確認した規模は径 214× 128 cmで ある。

時期 不明である。

9号土坑 (第 39図、写真図版 19)

<位置・検出・重複関係> Ⅳ D21uグ リッドに位置し、第Ⅲ層で検出した。重複する遺構はない。

3号竪穴住居跡に隣接するが、関連は不明である。

<平面形・規模> 形状は円形を呈し、規模は開口部径 72× 58 cln、 底部径42× 36 cm、 深さ32 cm

を測る。

<底面・壁面> 底面は中央部が凹み、壁面は外反気味に立ち上がる。

<埋土> 埋土は4層 からなり、上位はにぶい黄褐色土粒を含む黒褐色上を主体とする層、中位は黒
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4 検出遺構と出土遺物

色土、下位は褐色砂質土と黒色上の混合土層からなる。

遺物 埋土から56が出土した。56は鉄製品で扁平な形状を呈し、先端部が尖っていることから刀子

の一部と考えられる。

時期 遺構の検出状況と出土した遺物から古代に属すると考えられる。

2号土坑
l号土坑 艶咆

習

Ｎ
翼

＋

尽
ご
＋塙准　

崖

ご
R

珈
羊

1号土坑
A― A'

A

3
2号土坑
A― A'
1.75YR3/4暗 褐色焼土 粘性あ り しまりあ り

ζ:;躍爆魂坐陥Zテ屯埋協呼聯 路綿 緩宜宅。・ ザ誤躍毛 続雛 手
粘性ややあ り しまりあ り暗褐色土 oO漁3/41籍降

::I躁筋覇雛籍協′慶′釧襲駐l盤諾汎籍設

が
*ぺ

仇  3批坑 瀞傷

/当 ８ミ氏＝
‐下，

釣Ｘ

ミ
＝
十

卜

卜 L‐66 61Xlm

3号土抗
A― A'
1 7 5Ч ttvl黒色土粘性なししまりあり炭化物 10%、 明赤褐

色焼土t5YR5/6)3%含 む。
2 10YR2/1黒 色土粘性ありしまりややあり炭化物30%含む。
3 10Ⅵ贈″黒褐色土粘性ありしまりあり(掘 りすぎ?)

浄 ‐72067

※確認調査区のため

検出のみ

0        1:40       1m

|

酔―卜66_61Xh       ―`
ド レ665tlllm  Ai
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第 38図  1号～ 4号土坑



7景 5号土坑

A'
Ч

濱

》

X72kl"+

9号土抗
A― A'

崖

当

6号土坑          3
A― A'

ユ靭麟翻儡
斌 新 製 発龍廉ゞ等ぁりしまりあり

Ⅶ 小川屋敷遺跡

6号と抗

9号土抗

A'
卜

♯

+X―独銘2

卜 い6620Clm Ai

10cln

54・ 55

崖 L馬 6 alllm

Ａ庁
しくる71111m

5号土坑

今丑 れR2/1黒 色土 粘性 なし しまりあ り径 5 nJllの 炭化物粒 1%、 灰

:離錢騨動,をと空‰Y卿釣

▲た
λ
全，
叶な

A
ｍ
Ｒ

ヽ

よ
ｒ
‐
十

‐
　

　

Ａ
札

※確認調査区のため

'54

1 10YR2/2黒 褐色土 粘性ややあ り しまりあ り にぶい責褐色土

2.t絆薔T暫磐ご脳丑!,こ 3桁身材Cにぶい黄褐色土(10YR

二:器課コ1量色圭第坊争盈義霊′着ピ砂質±70%の混合土層。
粘性あ り しまりあ り

    0     1:40    1m

守
わ 56

0        1:2       5cm

56

0        ■3

検 出のみ

第 39図  5号～9号土坑 。出土遺物
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4 検出遺構と出土遺物

(5)井 戸 跡

1号井戸跡 (第 40図、写真図版 17)

<位置・検出> Ⅳ E14wi Ⅳ E14xグ リッドに跨って位置する。表土除去後、第Ⅵ層で検出され

た。遺構の東側が調査区外へと延びる。

<平面形 。規模> 平面形は円形状で、規模は開田部の南北径 246 cm、 深さ 82 cmを 測る。

<底面・壁面> 底面は平坦で壁面外傾はやや内湾気味に立ち上がる。

<埋土> 埋土は4層からなり、上位は灰褐色・黒掲色粘上、中位は黒色土、下位は褐色粘土を含む

黒色上が堆積する。

時期 検出状況などから近世以降と考えられる。

1号井戸跡 ド い 646111h

Y27304

A― A'
1 10YR4/1灰 褐色粘土 粘性あ り しまりあ り
2 10YR3/1黒 褐色粘上質土 粘性あ り しまりあ り
3 111YR2/1黒 色土 粘性あ り しまりあ り
4 111YR211黒 色土 粘性あ り しまりあ り褐色粘土

質土 (10YR4/1)10%混 入。
5 10■R4/1～ 5/1灰褐色粘土 粘性あ り しまりあ り

第 40図  1号井戸跡

0        1:40       1m

(6)陥 し穴 状 遺 構

1号陥し穴状遺構 (第 41図 )

VD8bグ リッドに位置する。表土除去後、第 V層 で検出された。遺構の北側が調査区外へと延び

るため確認調査区内のみの検出である。遺構の一部が遺構外へと延びるため全容は不明である。

(7)溝 状 遺 構

1号清状遺構 (第 41図 )

VD llbグ リッドに位置する。表土除去後、第 V層 で検出された。遺構の北西側が調査区外へと

廷びるため確認調査区内のみの検出である。遺構の一部が遺構外へと延びるため全容は不明である。

なお、確認調査区の一部は生活道路に使用されており、この部分の調査は行っていない。

養

♯

1辞状離 十 X凱%6

生  ′

≦
“

切■
鮮Ｒ税

ミ
一喪
キ

A

養
，
十▼浄

霞
Ｆ
十
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第 41図  1号陥し穴状遺構、 1号溝状遣橋



(8)柱 穴 状 土 坑

1号桂穴状土坑 (第 42図 )

<位置 。検出> Ⅳ E23bグ リッドに位置する。表土除去後、

はない。

<平面形・規模 > 形状は円形を呈 し、規模は

掘 り方部分が径 56× 48 cm、 柱痕部分が径 30

cm、 深さは 47 cmを 測る。

<底面・壁面> 底面は中央が凹み、西側壁面

は外傾、東側壁面は内傾 して立ち上がる。

<埋土> 埋土は 4層 からなり、上～中位は黒

色土を主体 とした層で、上位にはにぶい黄掲色

土粒が混入するが中位にはない。下位は黒褐色

土が主体でにぶい黄褐色土粒を少量含む層で構

成される。

時期 遺物が出土 していないため詳細は不明で

ある。

Ⅶ 小川屋敷遺跡

第 Ⅱ層で検出された。重複する遺構

ミ
環碍柱穴状封
子

押

崖

牝 =“ωO評

A― A'
1 10YRク 1黒色土粘性なししまりありにぶい黄褐色土粒

2 怒避汗霊ご亀樫去む蓉 毬ヽ にぷ渡褐色土粒

二:糠 ラ:誓岬 8を2干 L樫 拙 りにぶい責掲色土

(10YR5/4)5%含 む。

o        l:40       1m

第 42図  1

(9)遺構外出土遺物 (第 43図、写真図版 46)

遺跡から出土した土器の総重量は H842.2gで このうち遺構外から出土したものは3881.9gで あ

る。遺構外出土遺物の土師器はⅣE8c・ 8dグ リッドの溝状の形状を呈する撹乱土中から出上した

ものが大半である。撹乱は当初遺物が集中して出土していることから、住居煙道部と想定して調査を

進めたが、掘り込みが浅いうえに埋土の大半が水田耕作土であり、仮に住居と想定した場合の住居壁

面や燃焼部付近に焼上の痕跡もないことから、遺構と確認できなかつた。ただし、遺物の出土状況か

ら隣接する調査区外に存在する遺構から混入したか削平されて消滅した遺構のものである可能性が高

ヤヽ。

また、他に縄文時代の遺物は摩滅した土器片が数点出土しているのみで、遺構に伴うものではない。

57～ 61は土師器杯でいずれも体部が内湾して立ち上がるが、57・ 59・ 60の 口唇部は外反、58は

内湾する。また成形はロクロによるもので、器面調整は内外面ロクロナデによるが、57～ 59の内面

は黒色処理に伴うミガキが施され、体部では横方向 (57～ 59)、 底部では縦方向 (59)に施される。

62～ 67は土師器甕で 62は体部下半～底部、63～ 67は 口縁～体部上半である。63は顎部が大き

く屈曲し、器体外面の調整は口縁部ヨコナデ、体部は縦位にヘラケズリが施される。64～ 67は外面

ロクロナデによる調整が施され、65は縦位にヘラケズリが施される。

68は縄文土器片で器種は深鉢と思われる。原体は表面の摩減により不明である。
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4 検出遺構と出土遺物

0             1:3            10cln
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第 43図 遺構外出土遺物
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Ⅶ 小川屋敷遺跡

5 ま と め

遺構

今回の調査で検出した遺構は竪穴住居跡 7棟、住居状遺構 1棟、焼土遺構 6基、土坑 9基、溝状遺

構 1条、陥し穴状遺構 1基、井戸跡 1基、柱穴状土坑 1基である。このうち竪穴住居跡・焼土遺構・

土坑以外はいずれも単数の検出である。各遺構について述べると竪穴住居跡についてはプラン全体を

確認できたのは 1棟のみである。カマドの設置を確認できたのは 3棟で、うち 1棟は煙道部のみの調

査である。よって竪穴住居跡の構造などについては比較検討できるものではない。焼土遺構は 6基中

3基、土坑についても9基中 3基は確認調査のため検出のみの調査であるが、検出面や出土した遺物

から大半が住居跡と同様の時期のものと考えられる。ただし、1・ 7・ 8号土坑については新 しい時期

の可能性もある。今回の調査に関連して一部遺跡 (山 口遺跡)で十和田 a火山灰 (To― a)と 考えられ

る灰白色土粒が検出されているが、本遺跡の遺構からは検出されていない。

遺物

今回の調査で出土 した遺物の重量は全体で 11842.2gで このうち7960.3g(67.2の が遺構内から

の出上である。また、遺構外出土遺物の上器は全体の約 3割 にあたる 3881.98で古代の遺物出土傾

向としては高い割合を示すが、本文中に記したようにⅣE8c・ 8dグ リッド付近の撹乱から集中し

て出土したことから遺構が存在した可能性のある箇所から出土したことによるものである。遺物は土

師器杯・土師器甕の破片が大半で須恵器は非ロクロ成形の甕の破片がわずかに出上しているのみで郭

は全く出上していない。遺構からまとまって出土したのは 1～ 4号竪穴住居跡と1号住居状遺構から

である。このうち 1号住居状遺構からはロクロ成形による土師器甕が 3点出上し、いずれも体部下半

に縦位のヘラケズリ調整が施されている。竪穴住居跡は 2号竪穴住居跡以外は遺構の一部のみの調査

のため、1遺構からの出土土器の組成は不明であるが、土師器ネの出土傾向としてはロクロ成形で内

面に黒色処理が施された杯がロクロナデ調整のみの邦に比べてやや多い傾向にある。住居床面から出

上した土器の時期はおよそ 9世紀後半～末葉頃に比定されると考えられる。

このほか縄文土器もわずかに出上したが摩滅が激しく、小片のため詳細は不明である。

総括

今回の調査で小川屋敷遺跡が主に古代の集落跡であつたことが判明した。集落構造については詳細

は不明であるが、本遺跡以外では山口遣跡・六日市遺跡・八天北遺跡などの各遺跡でも住居跡が確認

されており、更木新田地区の沖積平野に古代の集落跡が点在して存在していたことが判明した。

縄文時代については陥し穴状遺構が検出されたことや遺物がほとんど出土していないことから主に

狩猟場としてこの場が利用されていたと考えられる。また、今回行われた更木新田地区の追跡調査で

は縄文時代の遺物が市の川 I遺跡、山口遺跡、六日市遺跡、人天北遺跡などで見つかつているが、出

土量は多くない。遺構は陥し穴状遺構のみであり、本遺跡を含めて主に狩猟活動に利用された場所で

あったと考えられる。
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Ⅷ 六 日 市 遺 跡

1遺 跡 の 立 地

六日市遺跡は、北上川東岸にある自然堤防上に立地する。遺跡の範囲は南北 300m、 東西 25CJmの

細長い形をしている。概ね平坦な地形ではあるが北部がやや高く、中央 。南部は若千低 くなる。これ

は後述する遺構検出面でもほぼ同じであり、北部は隣接する市ノ川遺跡と同一面に立地しているとい

えよう。調査区は遺跡の北端と西端に沿って設定されている。調査区北東端では旧河道へと達する際

までが調査範囲に含まれていた。

この旧河道は現在も航空写真などでその痕跡を容易にたどることができる。幅は約 50mと広 く、現

在の北上川の川幅と近い。従ってかつての北上川なのかも知れないがこの旧河道周辺からはあまり遺

物が出上しておらず時期については不明である。

2基 本 土 層

本遺跡は北部と中央・南部とでは北部のほうが

若干高い面に立地していることは前述したとおり

である。堆積上についても北部と中央・南部では

少し異なる。ここでは主要な遺構が集中する北部

を主に記載していく。なお、中央部以南はシルト

と砂が交互に堆積しており、水位が高くなると水

に浸かることが多かったようである。縄文時代の

遺物が出土する面より下位でも同様の堆積が続い

ていたが、遺物・自然物共に出土しなかった。

第 I層 :褐灰色砂質土 水田(Ⅱ 層との境に床土)、

粘性・締まりやや有り。

第Ⅱ層 :褐色砂質土 粘性やや弱くしまっている。

洪水堆積か。遺構検出面 (平安時代)。

第Ⅲ層 :黒褐色土 粘性がやや有りしまっている。

第Ⅳ層 iに ぶい黄橙色砂 粘性なく、しまってい

る。遺構検出面 (縄文時代)。 第 44図 基本土層

3調 査 の 概 要

遺跡のある更木地区はこれまでには付近において調査があまり行われておらず、今回の圃場整備の

計画によって新たに発見された遺跡である。本調査に先行して県教育委員会が試掘調査をして遺跡の

範囲を定めており、今回が本格的な発掘調査となる。

調査面積は本調査面積 600だ、確認調査面積 1,305♂の計 1,905ド で、検出した遺構は縄文時代の陥し

穴状遺構 3基、平安時代の竪穴住居跡 2棟・焼土遺構 1基 。溝跡 1条である。出土遺物は土師器・須

恵器が大コンテナ 3箱、縄文土器・石器が 9号袋 2.5袋、金属製品 6点である。

I

Ⅱ

コ

Ⅳ

V
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Ⅷ 六日市遺跡
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3 調査の概要
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3 調査の概要
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第 48図 遺構配置図(3)



Ⅷ 六日市遺跡

4 検 出遺構 と出土遺物

(1)陥 し穴 状 遺 構

造跡北西端から3基の陥し穴状遺構を検出した。縄文時代の遺構であろうが遺物を伴わないため具

体的な時期ははつきりしない。周辺地域の調査が進めば明らかになるであろう。

1号陥し穴状遺構 (第 51図、写真図版 28)

I H18uグ リッドに位置する。長軸 3.3m、 短軸 0。4mで北東一南西方向に細長い長円形を呈する。

埋土は黒褐色土。暗褐色上の流れ込んだ自然堆積である。開口部より底面は狭 くなっており深さは 0,8

mを測る。底面に小穴などは確認できなかった。北半部のみを精査 し、南半部は検出のみで記録をと

った。

2号陥し穴状遺構 (第 51図、写真図版 28)

I H18vグ リッドに位置する。長軸 2.9m、 短軸 0.5mの北西一南東方向に細長い長円形を呈する。

1号陥し穴状遺構とは向きが 90° 異なる。埋土は黒褐色土 。明黄褐色砂質土などが流れ込んだ自然

堆積である。深さ0.3m程 である。底面に小穴は確認できなかった。南半部のみ精査 し、北半部は検

出のみで記録した。

3号陥し穴状遺構 (第 46図、写真図版 29)

I118aグ リッドに位置する。長軸 3.5m、 短軸 0.4mの北東一南東方向に細長い長円形を呈する。

1号陥し穴状遺構と同じ方向である。遺構検出のみで記録をとった。

(2)竪 穴 住 居 跡

1号竪穴住居跡 (第 49・ 52・ 53図、写真図版 %。 25。 47'48)

縮小されて使用された遺構である。

【新段階】

<位置・検出・重複関係> 遺跡北東端部にあたるⅡ119iグ リッドに位置している。西から東ヘ

緩やかに下る斜面に立地している。地山面で検出した。他の遺構との重複はない。

<規模> 平面形は隅九方形を基調としていると思われるが北東部は調査区外へ続いている。北西―

南東方向が 570 cm、 南西―北東方向は 180 cmま で検出された。

<埋土> 黒褐色土を主体とした自然堆積である。

<床面・壁面> 壁は底面より外傾して立ち上がる。壁溝は見られない。床はほぼ全面貼り床であっ

た。堅く締まっており、やや凹凸がある。

<カ マ ド> 南東壁際に 1基検出された。30～ 40 cmの礫と粘土で燃焼部付近は造られていたようで

ある。焚き口付近には50× 60 cmで焼土が広がっている。煙道は下半部のみ残存しており詳細は不明

である。全長 285 cmを測り、煙出し部は 1段深く掘り込まれている。

<柱穴> 南西隅の 1個は深さ約 27 cmあ る。他は浅く柱穴とはならない。

<その他> 床面から複数の小土坑が検出され中には焼土粒が埋上の中に含まれるものもあった。土

器などは出土しなかった。

<遺物> 主にカマ ド周辺から新・旧段階の遺物が混ざつて出土していた。不掲載遺物を含めて土師

器杯 5～ 6個体、須恵系土器杯 2～ 3個体、須恵器杯 1個体、土師器甕 (ロ クロ整形)4個体、土師
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4 検出遺構と出土遺物

器甕 (非 ロクロ整形)2個体、小形甕 (非 ロクロ整形)2個体、須恵器大甕片 1点、須恵器甕片 (タ

タキ痕あ り)3点、須恵器甕片 (タ タキ痕なし)3点 (1個体分か)が出土 している。lTh類 には底部

再調整を施すものは無かった。土師器甕 (ロ クロ整形)は ロクロ整形後に体部下半にケズリが入る。

口縁部の作 りだしはやや小 さい。土師器甕 (非 ロクロ整形)は体部全体にケズリを施 しているものが

多い。個体数は調査担当者が出土遺物全部をみながら数えたものである。

時期 平安時代。

【古段階】

<規模> 北東部は調査区外 |こ 廷びるが、隅九方形を呈するようである。北西一南東方向が 720 cm、

南西一北東方向は 180 cmま で検出された。

<埋土> 黒褐色土を主体とした自然堆積である。

<壁面・床面> 壁溝は見られなかった。床面は新段階より高かったため、新段階と重複するところ

は失われている。南東側のみ残存しており地山を床面としている。貼 り床ではない。

<カ マ ド> 南西壁のほぼ中央に 1基設置されているが検出のみで精査は行っていない。

<柱穴> 前述した 1個 は古段階に伴う可能性もある。

時期 平安時代。

2号竪穴住居跡 (第 50。 54～ 56図、写真図版 26・ 27・ 48～ 51)

<位置 。検出・重複関係> 遺跡北西隅にあたるIH18wグ リッドに位置している。V層上面で検

出した。他の遺構との重複はない。

<規模> 東側が調査区外に続いているが、形状は隅九方形を呈すると推測される。南―北方向 470

cm、 東一西方向は 370 cmま で検出された。主軸方向はN-77° 一Wである。

<坦土> 自然堆積である。1・ 2層 の砂は洪水堆積である。本遺構の大半、床面の一部までも覆っ

ていた。

<壁面・床面> 壁は土層断面によると底面から60cm程 の高さがあると考えられる。壁溝は無い。床

面は貼 り床ではなく、地面をそのまま使っている。

<カ マ ド> 西壁の北端部に 1基設置されている。このカマ ドは検出のみで精査は行っていない。

<柱穴> 南東部より 1個検出され深さ 49 cmを 測る。

<その他> 床面には大小複数の浅い掘 り込みが検出されている。南東部の比較的大きな掘 り込みか

らは土師器片が捨てられた状態で出土 している。

<遺物> 床面からはその場でつぶれたような状態で、床に掘られた浅い土坑などからは廃棄された

ような破片の状態で出土した。土師器杯 2個体、須恵系土器杯 4個体、須恵器杯 4～ 5個体 (自 信な

い)、 土師器甕 (ロ クロ整形)5個体、土師器甕 (非 ロクロ整形)4個体、土師器鉢 (ロ クロ整形)

1個体、土師器壺 (非 ロクロ整形)1個体、須恵器甕 1個体分が出土 している。25は須恵系土器杯

としたが焼の悪い須恵器かもしれない。底部付近を再調整しているようである。内外面に火欅痕がみ

られる。30は重とした。内部の中央付近には媒がよく付着していた。ロクロ整形の甕類はタタキ調

整もなされているようである。

時期 平安時代。
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Ⅷ 六日市遺跡

(3)焼 土 遺 構

1号焼土 (第 51図、写真図版 28)

<位置 。検出・重複関係> 遺跡西端部やや北側の I H4xグ リッドに位置している。V層上面で

検出し、他の遺構との重複はない。

<平面形・規模> 遺構検出面での規模は長軸 370 cm、 短軸 80 cmで南東―北西方向に細長い不整長

円形を呈する。南東部はさらに長軸 150 cm、 短軸 80 cm、 深さ26 cmを 測る。

<埋土> 中がよく燃えていることからこの掘 り込みが燃焼部と考えられる。このことから北西部は

深さ l cmほ どしかないが煙道・煙出部になると思われる。断面図を見ても明らかのように上半部は確

認できないまま削ってしまった。

時期 出土遺物はないが、土師器・須恵器が散布する面で検出されていることから平安時代とするの

が妥当である。竪穴住居跡のカマド部分のみを検出した可能性もあるが、その他の施設は精査しても

見つからなかった。

(4)溝   跡

1号溝 (写真図版 29)

遺跡西端の I J14aグ リッドに位置している。北西一南東方向に延びており長さ5.6m程検出し

た。両端は調査区外へと続いている。溝の幅は90～ 150 cm、 深さは 10 cm前後であった。人工的な溝

か自然流路かよくわからなかった。埋土は自然堆積で褐色砂が主体で遺物 。自然木 。礫などは含まな

い。周囲では土師器・須恵器などが散在する面で検出されており、平安時代またはそれよりやや新し

い時期の溝跡と考えられる。

(5)遺構外出土遺物 (第 56・ 57図、写真図版 52・ 53)

44は須恵器の大甕である。1号焼土の南 20m、 自然流路から割れた状態で出土した。周辺で使用

されていたものがある時流されてきたようで、この場におかれて使われていた感じではなかった。接

合しなかったが下半部の破片もある。還元炎焼成に失敗したようで硬質ではあるが全体に橙色をして

いる。

46～ 56は縄文土器である。46～ 50は晩期で 47・ 48は壼、49は浅鉢と思われる。46は縄文が横

走しており、弥生時代とした方がよいのかもしれない。51～ 55は前期の深鉢であろう。56の時期は

よく分からなかった。

57は磁器染付皿であるが窯で焼かれているときに歪んでしまったもののようである。見込には他

個体の溶けたものが付着している。近世と思われるが詳細は不明である。58は大堀相馬産陶器小碗

で 18世紀代のものである。

61は石匙、59・ 60は不定形石器である。62は中央に穿孔があるので石製品とした。63は鉄製であ

るが、種類は不明である。

l三舞餘鵜晶整プロック、嘲仕ブロックとの胎土。

::綴賜∫繁踏講 予―ぅ鰭暮辞れ、(罹弓ヽゃ有り。
4 7 5YR2/2黒 褐色土粘性、締まりやや有り。

:ξξ淳4議奪とこぞ:孝そし:且β考事よ:til:阜ど
'∫

零盈ま́そ焼。
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第 49図  1号竪穴住居跡
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第 50図  2号竪穴住居跡
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4 検出遺構と出土遺物

Жゞ

1号陥し穴状遺構

ドL芍6 10Clm 引

1.lCIYR2/2黒 褐色土 地山ブロック微量含む。
粘性、締 まり共 にやや有 り。

2 111YR3/3暗 褐色土 明責褐色土プロック少量含む。
粘性、締 まり共にやや有 り。

2号陥 し穴状遺構

丼 卜蒟1断 当

1 lllYR2/2黒褐色土 明黄褐色砂質土ブロック少量含む。
粘性、締 まり共にやや有 り。

2 10YR7/6明 責褐色砂質土 黒褐色土ブロック少量含む。
粘性、締 まり共 にやや有 り。

XIH17u

1号焼土

卜 廓 &Ю硫

1,10YR4/3に ぶい黄褐色砂質土 粘性やや有 り、締 まり弱。
2.2 5YR5/8明 褐色焼土 粘性弱、締 まりやや弱。

動いている焼土。
3 25YR6/8橙色焼土 粘性弱、締 まりやや弱。

動いていない焼土。
4.爆

路護傷義【畿簿 ヨ玩李泰ξ名戸摩
む。

粘性弱、締 まりやや弱。

｀
ゝヽ

く

,'

0              1:40             2m

図 1号 。2号陥 し穴状遺構、 1号焼土

1号陥 し穴状遺構

2号陥 し穴状遺構
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第 53図  1号竪穴住居跡出土遺物(2)
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第 54図  2号竪穴住居跡出土遺物(1)
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第 55図  2号竪穴住居跡出土遺物(2)
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第 56図  2号竪穴住居跡出土遺物(3)、 遺構外出土遺物(1)
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第 57図 遺構外出土遺物(2)



第12表 古代土器観察表

No 出土地点 層位
類
種

種

器

計測値 (cHl)
外面調整 内面調整

部

整

底

調

色調
胎土 備 考

口径 底径 器 高 外 面 内 面

1号竪穴住居跡

理土

須恵系土

器郭
(66) ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 浅黄橙

にぶい

黄橙

2
1号竪穴住居跡

埋土

須恵系土

器不
142 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り

に
'式

ψヽ

黄橙

にぶい

黄橙

3
1号竪穴住居跡
カマド

須恵系土

器杯
(144) ロクロナデ ロクロナデ

ヘラ切 り再調

整 ?
黄橙 黄橙

細粒多
く含む 磨耗

4
1号竪穴住居跡

床直上
土師器杯 (146) ロクロナデ

ヘラミガキー

黒色処理

1こ

'ミ

し`

黄橙
黒掲

5 1号竪穴住居跡 土師器杯 (29) ロクロナデ
ヘラミガキ→

黒色処理

にぶ ▼ヽ

黄栓
黒褐

1号竪穴住居跡

埋土
土師器不 ロクロナデ

ヘラミガキ→

黒色処理
にぶい
黄褐

黒褐

7
l号竪穴住居跡
カマド

土師器
jTh

(710) ロクロナデ
ヘラミガキ→

黒色処理
回転糸切 り

にぶ ψヽ

黄橙
黒褐

底部付近ヘラケズ

リ再調整 ?底部に

一部煤付着

1号竪穴住居跡

埋土
土師器郭 ロクロナデ

ヘラミガキ→

黒色処理
回転糸切 り後ヘ

ラケズ リ調整

にデドし`

黄橙
黒褐

1号竪穴住居跡

床直上
土師器霊 (91)

口縁部 :ヨ コナデ

胴部 :ヘ ラケズ リ

口縁部 :ヨ コナデ

胴部 :ヘ ラナデ
橙 橙

外面の胴部に煤付

着

1号竪穴住居跡
カマド

土師器箋 (200) (245)
日縁部 :ヘ ラナデ

胴部 :ヘ ラケズリ

日縁部 :ヨ コナデ

胴部 :ヘ ラナデ
橙 橙

1号竪穴住居跡

埋土

土師器

小養

口縁部 :ヨ ヨナデ

胴部 :ヘ ラケズ リ

日縁部 :ヨ コナデ

胴部 :ヘ ラナデ

にコミψヽ

黄褐

にぶい

黄褐

1号竪穴住居跡

床直上

土師ヽ本

形土器
ヘラケズリ ヘラナデ ヘラケズリ 掲 橙

外面の口縁部付近

に媒付着

1号竪穴住居跡

埋土
土師器菱 (166)

ロクロナデ→
ヘラケズリ

ロクロナデ 灰 自 灰 白

1号竪穴住居跡

煙道
土師器養 (109) ロクロナデ ロクロナデ 浅黄橙 浅黄橙

内面 :日 縁～胴部

にかけて媒付着

1号竪穴住居跡
カマ ド

土師器甕 (282) (137)
ロクロナデ→
ヘラケズリ

ロクロナデ 灰 自 灰 白

1号監穴住居跡
カマド

土師器養 (47) ロクロナデ ロクロナデ
にぶい

黄褐

にぶい

黄褐

l号竪穴住居跡
カマド

土師器菱 ヘラケズリ ロクロナデ ヘラケズリ 灰黄褐 灰責褐

1号竪穴住居跡

埋土
須恵器甕 平行叩 き ナ デ 灰 灰

1号竪穴住居跡
カマド

須恵器菱 平行叩 き ナ デ 黄灰 黄灰

20
1号竪穴住居跡

埋土
須恵器霊 平行叩 き ナ デ 黄灰 黄 灰

1号竪穴住居跡

埋土
須恵器養 平行叩 き

同心円文当具→
ヘラナデ

黄灰 責灰

2号竪穴住居跡

焼土土抗
土師器杯 ロクロナデ

ヘラミガキ→

黒色処理
|こ

'式

ヤヽ

黄橙
黒色

2号竪穴住居跡

焼土土坑
土師器杯 ロクロナデ

ヘラミガキ→

黒色処理

にぶ ヤヽ

黄橙
黒色

24
2号竪穴住居跡

焼土土坑

須恵系土

器杯
ロクロナデ ロクロナデ

回転糸切 り→

再調整
灰 白 浅黄 須恵器か

2号竪穴住居跡

焼土土抗 2
須恵系土

器杯
132 ロクロナデ ロクロナデ

回転糸切り→
ヘラケズリ

灰 白 灰 白
内外面 に火欅あ

り、須恵器か

2号竪穴住居跡

埋土
須恵器郭 ロクロナデ ロクロナデ 回転糸切 り 灰 灰

27
2号竪穴住居跡

埋土
土師器奏 (166)

口縁部 :ヨ コナデ

胴部 :ヘ ラナデ
浅黄橙 浅黄橙

2号竪穴住居跡

焼土土坑 焼土

上抗 2

土師器菱 ヘラケズリ ヘラナデ ヘラケズリ 橙 橙
粘土 を部分的に貼

り付 けている。

29
2号住居跡焼土

土坑
土師器養 (160) (174)

目縁部 :ヨ ヨナデ

胴部 :ヘ ラケズ リ

口縁部 :ヨ コナデ

胴部 :ヘ ラナデ

|こ

'ミ

▼ヽ

黄褐

にぶ▼ヽ

責橙
輪積痕あ り。

2号竪穴住居跡

土器密集部分

土師器
小壼

156
口縁部 :ヨ コナデ

胴苦L:ハケメ→

ヘラケズ リ

口縁部 :ヨ ヨナデ

胴部 :ヘ ラナデ
ヘラケズリ

にぶい

黄橙

にぶ しゝ

黄橙

砂粒多
く含む

内面 にこげ痕。底

部に円形の媒痕あ

り。支脚転用か ?

2号竪穴住居跡

埋土
土師器箋 褐色 橙 外面 一煤付着

Ⅷ 六日市遺跡
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4 検出遺構と出土遺物

出土地点 層位
類
種

種

器

計測値 (cm)
外面調整 内面調整

部

整

底

調

色調
胎土 備考

口径 底径 器高 外面 内 面

2号竪穴住居跡

埋土
土師器甕 (228) (184)

ロクロナデ→
ヘラナデ

ヘラナデ 黄橙 橙 外面 ―胴部媒付着

2号竪穴住居跡

土坑
土師器甕 (175) (134)

ロクロナデ→
ヘラケズリ

ロクロナデ 明赤掲
イこメドψヽ

赤褐

2号竪穴住居跡

埋土
土師器整 (220) (103)

タタキ→
ヘラケズリ

ヘラナデ 橙 橙

2号竪穴住居跡

土器密集部分
土師器甕 (160) (87) ロクロナデ ロクロナデ 褐 黒褐

砂粒多
く含む 外面剥離

2号住居跡焼土土

坑 焼土土坑 2 珊麟
(180) (82)

ロクロナデ

体部下端 :回転ヘ

ラケズ リ再調整

ヘラミガキ→

黒色処理
回転糸切 り→

ヘラケズ リ
橙 橙

内面の黒色 とんで
いる。

2号竪穴住居跡

埋土

須恵器

大奏
平行叩 き ロクロナデ 灰 灰

I J13d Ⅲ層
須恵器
大甕

548 平行叩 き

体部上半 :同心円

文当具痕 体都下

半 :平行当て具痕

浅黄橙 黄橙 45と 同一個体

第13表 縄文・弥生土器観察表

No 出土地点 層位 器種
存

位

残

都

計測値 (c4)
外面調整 施文 内面調整 胎土

重量

(g)
備 考

口径 底径 器高

東側調査区低地 V層 鉢 日縁部 (82) LR、 山形突起 口縁付近に沈線 雲母含

東側調査区低地 V層 壷 口縁部 (55】 回唇 と顕部 に沈線 日唇都に沈線

東側調査区低地 V層 日縁部 (49) 穿孔 補修孔 3カ 所あ り

東倒調査区低地 V層 浅鉢か 日縁部 L R、 変形工字文

K8c Ⅳ層 高郭 脚 部 3本 1単位の沈線 磨耗

K8c Ⅳ層 深鉢 日縁部 口 :倒 圧 、 RL、 繊維多 422 磨耗

」121及 びその周辺 Ⅳ層 深鉢 体 部 網 目状拠糸文 繊維多 暦 耗

H17p及 びその周辺  Ⅳ層 深鉢 体部 不整拠糸文、RL 繊維多 磨耗

H17t及 びその周辺  Ⅳ層 深 鉢 体部 原体不明 繊 維

H18q及 びその周辺  Ⅳ層 体部 結東 (LR RL) 小石多 355 磨耗

113v及 びその周辺  Ⅳ層 肩 部 RL

第14表 陶磁器観察表

No 出土地点 層位 産地 種類 器種 年代
存

置

残

位

計測値 (cm)
特徴 襲

⑭
備考

日径 底 径 器 高

I117b Ⅳ層 】巴前 皿 不 明 底 都 溶着 あ り

I114y及びその周辺 Ⅳ層 大堀相馬 陶器 小碗 18世紀代 回縁部 (70) 灰釉

第15表 金属遺物観察表

No 出土地点 層位
種類

(金属種類 )

計測値 (cm) 釜
⑭

特徴 備考
長 さ 幅 厚 さ

2号竪穴住居跡 埋 土 鉄 (92) (09) /1ヽ 刀 か

2号竪穴住居跡 埋 土 鉄 錦子か

2号竪穴住居跡 貼 床 鉄 (46) (12) (02) 釘

2号竪穴住居跡 埋 土 鉄津 444 鍛冶炉内津

2号竪穴住居跡 ベル トー括 鉄 津 (32) (35) 264 鍛冶炉内津

I H17y Ⅳ層 鉄 (97)

第16表 石器観察表

No 出土地点 層位 種類
計測値 (cm) 軽

り
石材 特 徴 備考

長 さ 幅 厚 さ

2号竪穴住居内焼土土坑 2 不定形石器 %9 頁岩

東側調査区低地V層 不定形石器 買岩

〔H17y及 びその周辺 不定形石器 凝灰岩

西側調査区中央 石匙 271 買 岩

第17表 石製品察表

No 出土地点 層位 器種
計測値 (cnl) 襲

⑭
備考

長 さ 幅 厚 さ

遺構外一括 石製品 22 18
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Ⅷ 六日市遺跡

5 ま と め

本遺跡は北上市更木町六日市地内に所在し、北上川東岸に形成された自然堤防上に立地している。

遺跡の範囲は南北 300m、 東西 250mと 広大で北部が中央・南部に比べて若干高い地形である。また

遺跡東端・西端共に旧河道際までとなっている。標高は 67～ 66mで、現況は水田を主とし集落・畑

が散在する。今回の調査区は遺跡の北辺部から西辺部にかけて細長くかかっており、遺跡内でも】ヒ・

西側縁辺部の状況について明らかになったといえる。

検出された遺構は縄文時代の陥し穴状遺構 3基、平安時代の竪穴住居跡 2棟・焼土遺構 1基、溝跡

1条、出土遺物は平安時代の土師器・須恵器が大コンテナ 3箱、縄文時代の上器・石器が 9号袋 2.5

袋出土している。以下、時期ごとに調査状況を整理し遺跡の内容について考えていきたい。

縄文時代

陥し穴状遺構が 3基確認された。いずれも遺跡北西端に位置している。この地域が狩猟の場として

利用されていたことが半J明 したが、4電文時代のいつ頃かは遺物が少なくよく分からない。縄文土器や

石器は調査区中・南側にかけても散布している (晩期の土器が多い)が遺構は検出されていない。よ

って遺跡西側はあまり使われておらず、集落があるとすれば調査の及んでいない遺跡中央部のあたり

と予想される。

平安時代

1号竪穴住居跡は遺跡北東端に位置している。出上した土器類を見ると杯は土師器杯と須恵系土器

杯からなり、須恵器杯は 1点が細破片でしか出土していない。甕類はロクロ・非ロクロ整形共にある

がロクロ整形の甕のほうが多い。須恵器甕類は破片であるが 2～ 3個体分確認できた。こういつた組

成を基にし、且つこの遺構が造り替えなど長い期間使用された可能性があることなどを踏まえて 9世

紀後葉から10世紀前葉頃の遺構・遺物と位置づけた。

2号竪穴住居跡は遺跡北西端に位置している。土器類のなかでも杯類は須恵器杯と須恵系土器イが

同量程度、内黒杯はその半分程度の個体数となる感じであつた。甕類はロクロ・非ロクロ整形がほぼ

同量、須恵器甕は 1個体分の破片が少量しかない。ほかに土師器鉢・河ヽ壼などで構成されている。末

系土器が増える傾向がある中で、須恵器杯もまだ一定量ありそうなのでここでは9世紀後葉頃と考え

た。なお本遺構は廃絶後間もなくか使用中に洪水によつて埋まっている。

1号焼土は遺跡西側、2号住居跡から南に 105mの ところにある。燃焼部と煙出部からなるカマ ド

状遺構である。伴出遺物はなく、平安時代のいつごろかは不明である。

44須恵器大甕は 1号焼上の南 25m、 自然流路から割れた状態で出土 した。周辺で使用されていた

ものがある時流されてきたようでこの場に置かれて使われていた感じではなかった。

このような状況から平安時代の集落は遺跡北部の地形的にも若干高い面を中心に立地していたとい

える。そうなると遺跡中・南部は主に農地であったのであろうか、また中・南部でも現在住宅がある

部分は地形的に若千高かった可能性があるのでその下には平安時代の集落があるかもしれない。時期

は9世紀後棄からlo世紀前葉頃と推察された。

その他

隣接する市ノ川地区には中世城館市野川原館跡がある。市の川 IoⅡ 遺跡の今回の調査ではこの城

館に関連する遺構・遺物の出土は無いようである。しかし本遺跡も含め城館に近接しており、中世の

集落や道路・墓などが検出されても不思議ではなく、今後何らかの機会で発掘調査が実施された際に

は中世の遺構・遺物にも注意が必要であろう。
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Ⅸ 八 天 北 遺 跡

1遺 跡 の 立 地

本遺跡は北上川東岸の南北に細長い自然堤防上に立地している。調査区周辺に限つてみれば北側が

高く、南へ行 くほど低くなっている。さらに東辺部 。西辺部が低 く中央部が高くなっている。その差

は微妙なもので標高は 64.5～ 63.lmで ある。遺跡の範囲は南北約 350m東西約 90mである。今回の

調査は遺跡北端、中央、北端と中央の間、南端部をそれぞれ細長く調査したことになる。

2基 本 土 層

基本層序は調査区の中央付近で記録した。

第 I層 :黒褐色土 現在の水田面 層厚 20 cm

第Ⅱ層 :暗褐色土 粘性 。しまりややあり 層厚 20 cm

第Ⅲ層 :黒褐色土 粘性 。しまりややあり 層厚 20 cm

第Ⅳ層 :褐色土 粘性・しまりややあり 層厚 30 cm

第V層 :黄褐色土 粘性ややあり、しまっている

層厚 30 cm

第Ⅵ層 :暗褐色土 粘性 。しまりややあり 層厚 20 cm

第Ⅶ層 :黄褐色砂 粘性なし、しまっている

I・ Ⅱ層の間には床土がある。遺構検出面はV層 上

面である。明瞭な洪水堆積層はみられなかった。

3調 査 の 概 要

今回の調査面積は本調査面積 490♂、確認調査面積

853♂ の計 1,343ぜで、検出された遺構の総数は平安時

代と思われる焼土遺構 1基、近世の柱穴状土坑 113個 、

時期不明の上坑 6基 。溝跡 3条で、遺物は縄文土器片、

平安時代の土師器、近世陶磁器など小コンテナ (9× 40

×30 cm)で 1箱分出土している。 第 58図 基本土層

4 検 出遺構 と出土遺物

(1)各調査区の状況 (第 59～ 61図 。写真図版32～ 38)

北側調査区 (西半部)は、現況が水田へ行く未舗装の狭い道路であつた。西へいくほど低くなって

いく地形で調査区西端部は自然堤防と旧河道部の境にあたる。調査は幅2～ 3m程度のトレンチを連

続して設定し掘り下げを行った。 トレンチとトレンチの間は 1～ 1.5mで ある。遺構・遺物が見つか

ればそこから拡張して精査していく方針であつた。結果的には遺構はなく、遺物は 1点のみの出上で

あったが、写真と平面図で記録した。西端部は旧河道部への境にあたり、水が湧いてくるところであ

った。遺構・遺物はなかった。

北側調査区 (東半部)は、自然堤防上を東西に横切るように設けられている。概ね平坦な地形で現

況は砂利道・小水路・水田であつた。調査は水田面をはじめに精査・実測し、次に道路部の検出。実

I

W

Ⅵ

Ⅶ
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Ⅸ 八天北遺跡
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第 61図 遺構配置図(2)
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4 検出遺構と出土遺物

測をした。道路部分は遺構検出のみで記録を撮つている。その際に道路は調査の及ばない水田側へ切

り替えている。主に近世の遺構 。遺物が見つかっている。

中央部調査区は北側調査区と同じく、遺跡ののる自然堤防上を東西に横切るように設けられている。

概ね平坦な地形だが、東へ向かうほど若干低くなっている。現況は水田であつた。遺構検出面まで重

機と人力により掘り下げたが遺構 。遺物は見つからなかった。

北側調査区と中央部調査区の間の調査区は自然堤防上を南北方向に細長く縦断するようにある。概

ね平坦だが北側が南側より若干高い地形で、現況は水田と未舗装の狭い道路・小水路であった。初め

に水田部分の遺構検出・精査から実施したが、水田・水路から水が流れ込むため写真撮影と図を作成

したらすぐに埋め戻 していつた。遺構・遺物は少ない。道路部分も水が流れ込むため 1.5～ 2.5ドの

トレンチを連続して設けて調査した。遺構・遺物が確認できたら拡張していく方針で調査した。用地

外の水田や水路を壊さないよう境に幅を持たせている。検出面での状況写真と図面を作成して埋め戻

した。

南側調査区は、自然堤防の南端部付近に位置し、東西方向に横切るように設定されたかたちになっ

ている。東側は旧河道部へ接する部分までかかっており、ここが今回調査した中ではもっとも低いと

ころとなった。重機と人力により掘り下げていつたが遺構・遺物は確認できなかった。検出面での状

況写真と図面を作成して調査記録とした。

(2)焼 土 遺 構

1号焼土 (第 60図、写真図版 38)

<位置・検出・重複関係> I Blldグリッドに位置している。V層上面で検出し、他の遺構との

重複関係はない。

<規模・堆積土> 平面的には40× (20)cmの柱穴状の掘 り込み内に黒褐色上に混じるように焼土

粒と炭粒が確認された。その場で使われた焼上ではなく、廃葉された焼土 。炭粒である。

時期 遺構の近くで土師器甕片が出上しており、本遺構も平安時代のものかもしれない。

(3)近 世 の柱 穴 群 (第 63～ 65図、写真図版 39。 40)

北側調査区 (東半部)を中心に113個 の柱穴が密集して検出された。その多くは掘立柱建物跡 (民

家)を構成する柱穴のようであったが、調査区が狭いため建物を復元することはできなかった。周辺

から出上した陶磁器などの年代を参考にすれば 18世紀後半以降の柱穴群といえる。各柱穴の計測値

は一覧表にまとめた。

(4)土   坑

1号土坑 (第 64図、写真図版 38)

<位置・検出 。重複関係> I B13kグ リッドに位置する。V層上面で検出し、他の遺構との重複

関係はない。

<規模> 検出面での規模は78× 73 cm、 深さは 17 cm前後を測る。

<埋土> 埋土は黒褐色上の単層で遺物は出上しなかった。

時期 不明である。
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Ⅸ 八天北遺跡

2号土坑 (第 64図、写真図版 38)

<位置 。検出・重複関係> I B12gグ リッドにある。V層上面で検出し、他の遺構との重複関係

はない。

<規模> 遺構検出面での規模は88× (62)clll、 深さは 1l cm前後となる。

<埋土> 黒褐色上の単層で出土遺物はない。

時期 不明である。

3号土坑 (第 64図、写真図版 38)

<位置・検出 。重複関係 > I Bllfグ リッドに位置する。V層上面で検出し、他の遺構との重複

関係はない。

<規模> 遺構検出面での規模は 108× (60)cmである。

<埋土> 遺構検出のみ。

時期 不明である。

4号土坑 (第 64図、写真図版 38)

<位置・検出・重複関係 > I B 12jグ リッドに位置している。V層上面で検出し、他の遺構との

重複関係はない。

<規模> 検出面での規模は87× (45)cmで ある。

<埋土> 遺構検出のみ。

時期 不明である。

5号土坑 (第 65図、写真図版 39)

<位置・検出 。重複関係 > I B 14rグ リッドにある。V層 上面で検出し、他の遺構との重複関係

はない。

<規模> 検出面での規模は 130× (38)cmである。

<埋土> 遺構検出のみ。

時期 不明である。

6号土坑 (第 65図、写真図版 39)

<位置・検出・重複関係 > I B 14rグ リッドに位置する。V層上面で検出し、他の遺構との重複

関係はない。

<規模> 遺構検出面での規模は94X(42)cmである。

<埋土> 遺構検出のみ。

時期 不明である。

(5)溝   跡 (第 62図、写真図版 39)

1号溝跡

北側調査区東半部、 I A14 qグ リッドにて検出された。北北西―南南東方向に延びており、長さ1.3

m分検出された。上幅40cm、 深さは10cm前後である。埋土は黒褐色土の単層で自然堆積である。近代

まで下る遺構ではない力S出土遺物はなく時期は不明である。
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4 検出遺構と出土遺物

2号溝跡

北側調査区の東半部、 I A14qグ リッドにて検出された。東南東―西北西方向に途切れながらも

廷びてお り調査区内では長さ4.7m分検出されている。上幅 0.25m、 深さは 0.lmに満たない。埋土は

黒褐色上の単層で自然堆積 と判断 した。遺構検出状況から考えて近代以降の新 しい遺構ではないが、

出土遺物がないため詳 しい時期は不明である。

3号清跡

北側調査区の東半部、 I A17pグ リッドに位置する。北北西―南南東方向に延びてお り、調査区

内では長さ 1.7m分検出された。上幅 110 cm、 深さは 10 cm前 後である。埋土は自然堆積で黒褐色土の

炭層である。遺構の検出状況から、近代 まで降らないことは分かつたが出土遺物がないため詳 しい時

期は不明である。

(6)出 土 遺 物 (第 66図、写真図版 54)

1は縄文土器で鉢類の体部破片である。後晩期 と思われるが摩減 してお りよく分からない。2は土

師器甕である。非ロクロ整形で口縁部の作 りが小 さいので 10世紀代 と思われる。7も 非ロクロ整形

の土師器甕、 6は須恵系土器杯片。 9は須恵器壼類の破片である。 3は 陶器播鉢で、19世紀以降、

産地は不明である。8は瀬戸産の腰錆碗で 18世紀頃のもの。4は砥石である。

第18表 柱穴観察表

No
径

帥

深さ
(cm)

検出面標高
(m)

底面標高
(m)

1 16 × 16 65600 63.542

56X32α 24.3 63458

3 57× 52 65.600 63532

38× 19α 65.600

43× 38α 65.600 63235

37× 29α 65.600 63459

7 48 × 47 65.600 63.521

47 × 34α 37.0 65.600 63268

42X22α 39,3 63256

41 × 32 120 65.600 63.488

52× 48 65.600

52× 47 65.600 63249

31× 26 65,600 63.424

52× 薯 65.600 63.258

39× 13α 65.600 63299

42× 40 65,600 63.365

19× 65600 63341

40× 26α 65.600

51 × 49 65600 63.174

25 × 21 17.4 65.600 63078

104× 52α

72× 41 65.600 63.039

45× 38 65.600 63112

No
径

伽

深さ

(cm)

検出面標高
(m)

底面標高
(m)

43× 42α 62.831

47× 45 65.600 62935

57× 43 65.600 62,765

46× 24 65.600 63359

37× 24 65.600 62872

68× 60 63.013

51 × 45 54.2 65.600 62825

26× 25 14.2

40× 44 65.600 62.866

62× 51 65.600 63109

45× 23 45.8 65600 62.966

39× 34 33.0 65600 63.079

43× 42 63.307

105× 50 65600 63.277

88 × 62 65.500

30× 12α 65.500 63.536

23 × 20 65.500 63.473

21 × 23 65.500 63.451

25 × 20 10.4 65500 63495

83× 72 17.9 65.500 63405

35× 30 64600 63.09

45 25× 23 25.3 64600

× 28.5 64600 62856

※47～ 117は未掘
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区 入天北遣跡

土H生
1号溝跡

2号灘LI
L6319Ch

A卜  引 A'

▼

1号溝跡

L-63つ lXh
A卜…   …→ A'

▼

土姐角

,辞跡

L63900m
B卜  当 B∵

ヤ

3号濤跡

A tt L63B甑 引 A'

0              1:40             2m

第 62図  1号～ 3号溝跡
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4 検出遺構と出土遺物
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第 63図 柱穴群(1)
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o               l:100              5m

土Ы釘

Ⅸ 八天北遺跡

第 64図 柱穴報 2)
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4 検出遺構―と出土遺物
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Ⅸ 八天北遺跡
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第 66図 出土遺物
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第20表 縄文土器観察表

第刊9表 古代土器観察表

No 出土地点/遺構名/層位
類

種

種

器

計測値 (cm)
外面調整 内面調整 外面色調 内面色調 襲

ぐｇナ
備考

回径 底 径 器 高 器 厚

2 1号焼土 土師器発 ハケメ ヘラナデ にぶい黄橙 にぶい黄橙 内面こげ痕

7 北11調査区西端 土師器 にぶい黄橙 にぶい黄橙

6 I C15b付 近 床土下層 土師器 ケヽメ 灰 白 灰 白

9 表土 須恵器 ロクロナデ ロクロナデ 灰 灰

出土地点 種類 器種 残存位置 外面調整 施文 内面調整 胎土 重量 (g) 備考

遺構外一括 縄文土器 鉢 類 体部破片 RL 磨耗

第21表 陶磁器観察表

出土地点 産地 種類 器種 年代 残存位置 特 徴 重量 (g) 備考

3 北側調査区西端 産地不明 陶器 悟鉢 19世紀以降 体 部

8 Ⅱ D14f付近 瀬戸 陶器 碗 18世紀 破片 腰錆碗

第22表 金属遺物観察表

石器類観察表

No 出土地点 層 位 種類
計測値 (cnl)

重量 (g) 特徴 備考
長 さ 幅 厚 さ

5 中央部調査区 表土近 く 釘

北側調査 区 西端 管 ? 端に鋼付着

No 種類 出土地点 長 さ (cn) 幅 (cm) 厚 さ (cn) 重量 (g) 石材 特徴

砥 石 Ⅱ D14f付近 1255
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5 まとめ

5 ま と め

人天北遺跡の所在する北上市更木 34地割ほかは、北上川東岸に発達した谷底平野に立地している。

本遺跡に限らず更木地区の遺跡の多くは北上川の旧流路によって形成された自然堤防上に占地してい

るものが多い。八天北遺跡ののる自然堤防は南北に細長いかたちをしており、その東西側には旧流路

が残る。遺跡範囲は南北約 350m東西約 90mで ある。今回の調査は遺跡北端、中央、北端と中央の

間、南端部をそれぞれ細長く調査したことになる。

検出された遺構は平安時代の可能性のある‐焼土遺構 1基、近世の柱穴状土坑 113個、時期不明の土

坑 6基、時期不明の溝跡 3条である。遺物は縄文土器片、平安時代の土師器、近世陶磁器、砥石が出

土した。時期ごとに状況を整理して本報告書のまとめとしたい。

縄文時代

遺構は検出されず、土器もごく微量しか得られなかった。岩手県教育委員会生涯学習文化課 (以下

文化課と略す)に よる試掘調査では遺跡中央部の西側付近には縄文時代の遺物包含層が確認されてい

る。今回この部分は調査範囲に含まれていない。遺物包含層の近くに集落を想定するならば、遺跡中

央部のやや南側付近にその可能性がある。国史跡八天遺跡はすぐ南側に隣接するものの本遺跡より約

15m高 い丘陵上に立地している。両遺跡が同時期に存在していたかどうかは遺構・遺物量が少なく明

らかにできなかった点として残った。自然堤防など低い面で集落がみられるのは縄文時代でも後晩期

になってからが中心であろうから、仮に入天遺跡と本遺跡は同時期に営まれた隣接する遺跡であるな

らば、両遺跡は立地に大きな違いがあるので、検出遺構・遺物の内容も比較できれば具体的な集落ど

うしの関係・サ
l■格の違いについても考察できるかもしれない。

平安時代

土師器片が出土しているのは遺跡中央から北部にかけてである。1号焼土もこの時期と考えたが、

あまり根拠はない。文化課の試掘調査では竪穴住居跡が数棟確認されている。主に遺跡中央から北部

に分布しているようである。調査範囲が狭く今回はこの時期の竪穴住居跡を検出できなかったが、集

落は遺跡中央から北側を中心に広がっていたといえる。遺跡南端を調査したが、遺構・遺物がなかっ

たことからも大過ないであろう。自然堤防上に集落を営み東側の小規模な後背湿地などを水田化して

いったのかと想像している。数少ない出土遺物から10世紀頃と考えているが、成立期・廃絶時期な

どについては未解明のまま残った。何れ縄文時代からは一旦断絶があることは確かで、この後近世集

落ができるまでにもこの遺跡は空白時期となる。

近 世

北側調査区 (東半部)か らは近世陶磁器とともに多数の柱穴が検出された。比較的密集して分布し

ていたが調査範囲が狭く掘立柱建物跡を想定することはできなかった。それでもこれらの柱穴群の多

くは建物を構成する柱穴であったとみるべきと調査してみて思っている。近世の遺物は僅かであった

が、中でも最も古いものとして瀬戸産の腰錆碗があり18世紀頃と考えられる。そしてこれを遺構の

時期の根拠にした。遺物の中には近代以降のものもあったがその頃には建物も礎石が主となり柱穴は

あまり掘られないと考えている。柱穴群の広がりは現在の集落のある北側に延びそうで、水田の広が

る南側にはそれほど分布しないようである。こうしたことから、本遺跡の近世集落は現在の集落と重

複するようにあると推察される。この地区の現在の集落が 18世紀頃には成立しており、自然堤防の

北側を中心に展開していつたといえる。
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写 真 図 版

市の川 I遺跡

市の川Ⅱ遺跡

山 口 遺 跡

小川屋敷遺跡

六 日市 遺 跡

八 天 北 遺 跡

写真図版 1・ 2'41
写真図版 2

写真図版 3～.9‐ 41

写真図版 10～20・ 42～46

写真図版 21～29'47～53

写真図版 30～40・ 54





市
の
川
Ｉ
遺
跡

遺跡遠景 (上が北)

市の川 I遺跡調査区全景 (上が南)

写真図版 1 航空写真
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跡

市の川 Ⅱ遺跡調査区全景 (上 が南 )

(市の川 I遺跡)

基本土層 (市の川 I遺跡) 基本土層 (市の川 E遺跡)
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写真図版 2 航空写真、調査区、基本土層



山
口
遺
跡

調査区全景 (上が東)

基本土層

写真図版 3 航空写真、基本土層
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1号竪穴住居跡 (平面)
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F―■■ ■ヽ■―

11」

'竜
=1上

よIⅢⅢ
鵡

埋土断面 (南―北ベル ト)

カマ ド煙道部 (断面 。S→ ) Pl(断面 。NW→ )
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写真図版 4 1号 竪穴住居跡



山
口
遺
跡

2号竪穴住居跡 (平面 。S→ )

埋土断面 (E→ )

Pl(断面 。S→ ) 鉄製品出土状況 (No.7)

写真図版 5 2号竪穴住層跡
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山
口
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跡

3号竪穴住居跡 (平面 。W→ )

繍 子
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蕉

埋土断面 (N→ )

埋土断面 (E→ )
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写真図版 6 3号竪穴住居跡



山
口
遺
跡

カマ ド (平面 。W→ ) カマ ド煙道部 (断面・ N→ )

カマ ド燃焼部 (断 ち害Jり
。N→ ) カマ ド袖部 (W→ )

P2(平 面・ N→ ) P2(断 面 。N→ )

Pl(断 面・W→ ) 土器出土状況

写真図版 7 3号竪穴住居跡
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跡

1号溝状遺構 (平面 。S→ )

断面 (E→ ) 断面 (S→ )

1号焼土 (検出 。W→ )
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写真図版 8 1号清状遺構、 1号焼土



山
口
遺
跡

断面 (E→ )

断面 (SE→ )

調査区南側 (N→ )

1号～ 3号柱穴状土坑、調査区

1号柱穴状土坑 (平面・ E→ )

2号桂穴状土坑 (平面 。SE→ )

3号柱穴状土坑 (平面・ E→ ) 断面 (E→ )

調査区東側 (W→ )

写真図版 9
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小
川
屋
敷
遺
跡

調査区全景 (上が北)

1号竪穴住居跡 (平面) 造物出土状況 (W→ )

カマド煙道部 (平面。W→)                 カマド煙道部 (断面。N→ )

写真図版 10 航空写真、 1号竪穴住居跡
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小
川
屋
敷
遺
跡

2号竪穴住居跡 (平面 。W→ )

埋土断面 (E― Wベル ト)

写真図版 11 2号竪穴住居跡
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跡

カマ ド (平面・W→ ) カマ ド煙道部 (断面・ N→ )

カマ ド袖部 (断 ち割り。W→ ) カマ ド燃焼部 (断面 。N→ )

Pl(平 面 。W→ ) Pl(断 面 。W→ )

P2(平 面 。W→ ) P2(断 面 。W→ )
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写真図版 12 2号竪穴住居跡
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3号竪穴住居跡 (平面 。S→ )

埋土断面 (W― Eベル ト)

カマ ド煙道部 (断面 。N→ ) 焼土 (断面・ E→ )

写真図版 13 3号竪穴住居跡
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4号竪穴住居跡 (平面 。S→ )

埋土断面 (N一 Sベル ト)

Pl(平 面・ S→ )
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写真図版 14 4号竪穴住居跡
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埋土断面 (E― Wベル ト)

写真図版 15 5号竪穴住居跡
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小
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6号竪穴住居跡 (平面 。W→ )
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7号竪穴住居跡 (平面・W→ )
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写真図版 16 6号・ 7号竪穴住居跡



小
川
屋
敷
遺
跡

平面 (N→ )

埋土断面 (N→ )

1号井戸跡 (平面。W→)                  1号 井戸跡 (断面・W→ )

写真図版 17 1号住居状遺構、 1号井戸跡

1号住居状遺構 (検出 。S→ )

遺物出土状況① (N→)<No 50>

遺物出土状況② (N→ ) 遺物出土状況③ (N→ )
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小
川
屋
敷
遺
跡

1号土坑 (平面 。W→ ) 1号土坑 (断面 。W→ )

2号土坑 (平面・ S→ ) 2号土坑 (断面 。S→ )

3号土坑 (平面・ NW→ )

5号土坑 (平面・ E→ ) 5号土坑 (断面 。E→ )

号～ 3号・ 5号土坑
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写真図版 18 1



小
川
屋
敷
遺
跡

6号上坑 (平面 。SE→ ) 6号土坑 (断面 。SE→ )

4号土坑 (検出 。NW→ ) 7号・ 8号土坑 (検出・ N→ )

9号土坑 (平面 。W→ ) 9号土坑 (断面 。S→ )

2号焼土 (検出・ NW→ )・NW→)                  2号 焼土 (断面。SW→ )

写真図版 19 4号・ 6号～ 9号土坑、 2号焼土
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小
川
屋
敷
追
跡

3号焼土 (検 出 。S→ ) 3号焼土 (断面 。S→ )

4号焼土 (検出 。W→ ) 4号焼土 (断面 。W― )

1号焼土 (検 出 。W→ ) 5号焼土 (検出 。S→ )

6号焼土 (検出・ N→)                      基本土層

写真図版 20 1号 。3号～ 6号焼上 、基本土層
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六
日
市
遺
跡

写真上が北、中央には喜久盛酒造がみえる

写真図版 21 航空写真
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六
日
市
遺
跡

下すげ 慕

基本土層 北側調査区東端 (西 から)

北側調査区中央現況 (北から) 北側調査区中央検出面 (北 から)

北側調査区中央現況 (東から)

西側調査区中央現況 (北から)               北側調査区中央検出面 (西 から)

写真図版 22 調査前風景、調査区
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六
日
市
遺
跡

西側調査区北側検出面 (北から)

西側調査区北部検出面 (北から) 西側調査区中央部検出面 (北から)

東側調査区検出面 (東 から) 西側調査区南倒検出面 (南から)

写真図版 23 調査区
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六
日
市
遺
跡

1号竪穴住居跡平面 (西 から)、 南側と西側にカマ ドがあった

1号竪穴住居跡断面 (南から)

遺物出土状況 カマ ド・遺物出土状況
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写真図版 24 1号竪穴住居跡



六
日
市
遺
跡

断面 (東 から)

壁の残りは良くない。

床は貼床であまり平坦では

なかった

カマ ド断面 (南から)

新段階のカマ ドである。袖部

などに礫を用いている。

写真手前のやや大きな礫は

古段階のカマ ドに用いられたもの。

写真図版 25 1号竪穴住居跡

煙道部断面 (南東から)
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六
日
市
遺
跡

2号竪穴住居跡平面 (東 から)

2号竪穴住居跡断面 (西から)

出土遺物 1 出土遺物 2
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写真図版 26 2号竪穴住居跡



六
日
市
遺
跡

検出 (南 から)

カマ ドは北西隅にある。

断面 (南 から)

洪水堆積層が床面直上にまで

達 していた。

2号竪穴住居跡平面 (南西から)

写真図版 27 2号竪穴住居跡

住居内小土坑
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六
日
市
遺
跡

1号焼土平面 (北東から) 1号焼土断面 (南から)

I号陥し穴状遺構平面 (北から)

欄

2号陥 し穴状遺構平面 (南西から)

号 。2号陥 し穴状遺構

2号陥 し穴状遺構平面 (南西から)

1鸞穣議議蕪穣懃懇雛IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIを 感懲感

I号陥し穴状遺構断面 (北から)
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写真図版 28 1号焼土、 1



六
日
市
遺
跡

1号溝跡平面 (南西から)

3号陥し穴状遺構平面 (南から) 1号溝跡断面 (西 から)

西側調査区中央検出状況 (南 から)

西側調査区南側検出面 (南から)1面 (南から)                 2号 竪穴住居跡調査中

写真図版 29 3号陥 し穴状遺構、 1号清跡ほか
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八
天
北
遺
跡

遺跡遠景 (西から)

遺跡近景 (南から)
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写真図版 30 航空写真、遺跡違景



八
天
北
遺
跡

調査前現況 (東から)

遺跡近景 (北から)

写真図版 31 調査前風景
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八
天
北
遺
跡

北側調査区現況 (東から)

中央部調査区南端

ξ序 (西から)              北部調査区の東側検出面 (西 から)

写真図版 32 調査前風景、基本土層、北部調査区

南部調査区基本層序 (西から)
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八
天
北
遺
跡

北部調査区検出中 (西から)

北部調査区の東側検出面 (西から) 北部調査区東側検出面 (東 から)

北部調査区中央検出面 (北から) 北部調査区の西側①検出面 (東から)

北部調査区の西側②検出面 (東から) 北部調査区の西側③検出面 (東 から)

写真図版 33 】ヒ部調査区
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八
天
北
遺
跡

北部調査区の西倒④検出面 (東 から) (西 から)

中央部調査区T2検出面 (南 から)中央部調査区Tl検出面 (南から)

中央部調査区南東側検出面 (東から) 中央部調査区南東側検出面 (西から)
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写真図版 34 中央部調査区(1)



八
天
北
遺
跡

中央部調査区T3検出面 (南から) 中央部調査区T4検出面 (南 から)

・　
‘巖

一
一

一
が
一

ｒ

中央部調査区T5検出面 (南から) 中央部調査区 T6検出面 (北 から)

写真図版 35 中央部調査区(2)
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八
天
北
遺
跡

中央部調査区T7検出面 (南 から) 中央部調査区T8検出面 (南から)

中央部調査区T9検出面 (南から) 中央部調査区T10検 出面 (南 から)

中央部調査区(3)
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写真図版 36



八
天
北
遺
跡

中央部調査区Tll ①検出面 (北から) 中央部調査区Tll ②検出面 (北 から)

中央部調査区Tll ③検出面 (北 から) 中央部調査区Tll ④検出面 (北から)

中央部調査区検出状況 (北から) 調査風景

中央部調査区南東側検出面 (南 から) 中央部調査区南東側検出面 (東から)

中央部調査区(4)写真図版 37
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八
天
北
遺
跡

南部調査区検出面 (南から)

中央部調査区南東側検出面 (東から) 1号焼土遺構平面 (東 から)

1号土坑平面 (東から) 2号土坑平面 (南東から)

3号土坑平面 (東から)t平面 (東から)                   4号 土坑平面 (南から)

写真図版 38 中央部調査区(5)、 1号焼土、 1号～ 4号土坑
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八
天
北
遺
跡

1号溝跡平面 (南 から)

3号溝跡平面 (南 から)

2号溝跡平面 (東から) 柱穴群検出 1(西から)

桂穴群検出2(南から)                  柱穴群検出3(西から)

写真図版 39 5号・ 6号土坑、 1号～ 3号溝跡、柱穴群(1)
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八
天
北
遺
跡

柱穴群 4検出 (東 から) 桂穴群 5検出 (東 から)

北部調査区調査状況 中央部調査区南西側調査状況

北部調査区表土除去 北部調査区調査状況
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写真図版 40 柱穴群(2)ほ か



市
の
川
Ｉ
遺
跡

・
山
口
遺
跡

市の川 I遺跡

3号竪穴住居跡

写真図版 41 市川 I遺跡、

鸞

2号竪穴住居跡

1号竪穴住居跡

山口遺跡出土遺物
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小
川
屋
敦
遺
跡

1号竪穴住居跡

写真図版 42 遺構内出土遺物(1)
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小
川
屋
敷
遺
跡

3号竪穴住居跡

写真図版 43 遺構内出土遺物(2)

姶

――
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小
川
屋
敷
遺
跡

懇14尊珠‡||‡||||,1与 3      
鷲峰峰韓籟轟感顧顧暮饉§霰線験岳岳機与み手

Ⅷ
騨 〔11ifl

4号竪穴住居跡

写真図版 44 遺構内出土遺物(3)

11■■ⅢIⅢⅢⅢⅢ■■■■■|■
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小
川
屋
敷
遺
跡

7号竪穴住居跡

1号住居状遺構

6号土坑

7号土坑

鶴

菊機醸蔭躙隅醸醸醸騨酵   56

9号土坑

6号竪穴住居跡

麟

5号焼土

写真図版 45 遺構内出土遺物(4)

6号焼土
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小
川
屋
敷
遺
跡
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写真図版 46 遺構外出土遺物



六
日
市
遺
跡

写真図版 47 遺構内出土遺物(1)
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六
日
市
遺
跡
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写真図版 48 遺構内出土遺物(2)



六
日
市
遺
跡

写真図版 49 遺構内出土遺物(3)
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六
日
市
遺
跡
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写真図版 50 遺構内出土遺物(4)



六
日
市
遺
跡

綴
で

‐
子

継
訂
孝
４

-143-
写真図版 51 遺構内出土遺物(5)



六
日
市
遺
跡
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写真図版 52 遺構外出土遺物(1)



六
日
市
遺
跡

写真図版 53 遺構外出土遺物(2)
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八
天
北
遺
跡
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写真図版 54 出土遺物
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な

名

ゞ

跡遺

り

え

ふ
所

ふ り が な
所  在  地

コー ド 北 緯 東経
調査期間 調査面積 調査原因

市町村 遺跡番号

市の川 I遺跡 岩手県北上市

更木 2地 割 31

-1ほか

03206 AIE46-0343 39度

21分

lX9秒

141度

08分

46秒

20070410

20070416

290ぜ

経営体育成基盤整

備事業更木新田地

区事業に伴 う緊急

発掘調査

岩手県北上市

更木 2地割106

-1ほ か

03206 �圧И6-0374 39度

20す)

52秒

141度

08分

53秒

20070417

20070427

393ギ

山口遺跡 岩手県北上市

更木 1地割 67

tЦ か

03206 �巳36-2394 39度

21分

09秒

141度

08分

57秒

20070410

20070518

1,320ド

小川屋致遺跡 岩手県北上市

更木 2地割 41

1ま か

03206 NIP46-0374 39度

21分

03飛少

141度

08分

58秒

20070516

20070713

3,473ド

六日市遺跡 岩手県北上市

更木 3地割 64

-2ほか

03206 NIE46-0392 39度

20分

4911/N

141反

08分

44秒

20070410

20070515

1.905だ

人天北遺跡 “鰤『］
跡

躁神挙蛸　５２．‐

hIE47-2051 39度

20す)

01秒

141度

09ケ)

17秒

20070501

2007068

1,343r

所 収 遺 跡 名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

市の川 I遺跡 散布地 縄文時代 縄文土器

市の川Ⅱ遺跡 隣接地 (六 日市遺

跡)に大形の竪穴

住居跡

山口遺跡 散布地 縄文時代 縄文土器、石鏃 1点
平 安 時代 の集落

跡、竪穴住居跡か

ら墨書土器 2点 出

土

集落跡 平安時代 竪穴住居跡 3棟、溝状遺構

(方形周溝 ?)1条、焼土遺

構 l基

土師器、須恵器、金属遺物

時期不明 柱穴状土坑 3個

小川屋敷遺跡 散布地 縄文時代 陥し穴状遣構 1基 縄文土器

平安 時代 の集落

跡、墨書土器出土

集落跡 平安時代 竪穴住居跡 7棟、住居状遺

構 1棟、焼土遺構 6基、土

坑 9基、注穴状土坑 1個

土師器、須恵器、金属遺物

近世・不明 井戸状遺構 1基、溝状遺構

1条、

六日市遺跡 狩猟場 縄文時代 陥し穴状遺構 3基 縄文土器 平安時代の竪穴住

居跡は廃絶後間も

なく洪水にあって

いる。

集落跡 平安時代 竪穴住居跡 2棟、焼土遺構

1基、溝跡 1条

土師器、須恵器、金属遺物

八天北遺跡 散布地 縄文時代 縄文土器

集落跡 平安時代 焼土遺構 1基 土師器

集落跡 近 世 柱穴群 陶磁器、砥石

要 約
今回調査を行つた更木新田地区の遺跡群は主に古代の集落遺跡で、他に縄文時代の陥し穴状遺構や遺物が散布するこ

とから縄文時代の作猟場としての性格をもつことが明らかとなった。
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